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第 1 章

マニュアルの変更履歴

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
以下の表に、今回のリリースに関してこのガイドで行われた変更の概要を記載します。

表 1 : HXリリース 4.0の変更点

参照先追加日説明機能

Workflowsのバック
アップが失敗しエラー

メッセージが表示され

ます。（91ページ）

05/24/2019新規トラブルシューティングのアク

ションを追加しました。

Workflowsのバッ
クアップが失敗し

エラーメッセー

ジが表示されま

す。

該当なし04/29/2019最初の 4.0リリース3.5以降の新機能
はありません
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第 2 章

HX Data Platformのトラブルシューティン
グ

• HyperFlexシステムのトラブルシューティングの概要（3ページ）
• Cisco TACへの連絡（4ページ）

HyperFlexシステムのトラブルシューティングの概要
HyperFlex製品には複数のコンポーネントが統合されています。このトラブルシューティング
ガイドでは、HyperFlexに固有のトピックを記載します。統合されたコンポーネントの一部は、
HyperFlex外部で機能します。それらの製品についてさらにサポートが必要な場合は、該当す
る製品のドキュメンテーションを参照してください。

• Cisco HyperFlex (HX) Data Platform –このトラブルシューティングガイドを参照してくだ
さい。このガイドでは、HX Data Platformのインストール、設定、管理、UCS Managerと
HyperFlexの設定、vSphereと HyperFlexの設定に関するトラブルシューティングについて
説明しています。

• Cisco UCS and UCS Manager – USC Managerの一般的な問題については、UCS Managerの
ドキュメンテーションを参照してください。

• Cisco HyperFlexサーバ –追加情報については、ハードウェアインストールガイドおよび
メンテナンスガイドを参照してください。

• VMware vSphere、vCenter、ESX – VMware関連の一般的な問題については、VMwareのド
キュメンテーションを参照してください。

この HyperFlexトラブルシューティングガイドには以下のトピックが記載されています。

•一般的な HyperFlex TACサポートに関するトピック

• HyperFlex Data Platformサポートバンドル

• HX Data Platformのイベントメッセージ

• HyperFlexのコンポーネントとプロセスに関する問題

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
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この Cisco HyperFlex Systems Troubleshooting Guideのコンテンツは、HyperFlex Data Platformド
キュメンテーションに記載されている情報の補足情報です。要件、演習、手順については、

HyperFlex Data Platformガイドを参照してください。

Cisco TACへの連絡
問題解決時間を短縮するためにCisco Technical Assistance Center（TAC）のケースをオープンし
て、CiscoPRIMEコラボレーションアプリケーションから直接効率的なサポートを受けること
ができます。

シスコサービス契約が有効なお客様、パートナー、リセラー、ディストリビュータは、Cisco
Technical Supportで受賞暦のあるテクニカルサポートサービスを 24時間体制で受けることが
できます。Cisco Technical Support Webサイトでは、シスコ製品やシスコテクノロジーに関す
る技術的な問題を解決するためのオンラインのドキュメントやツールをご利用いただけます。

http://www.cisco.com/techsupport

TAC Support Case Managerオンラインツールを利用することで、最も素早く S3および S4のサ
ポートケースを開くことができます（S3および S4サポートケースは、最小限のネットワー
ク障害の問題と製品情報リクエストから構成されます）。状況をご説明いただくと、TAC
Support Case Managerが自動的に推奨する解決方法を提供します。推奨リソースを使っても問
題を解決することができなかった場合、TAC Support Case Managerがお客様のサポートケース
を Cisco TACのエンジニアに割り当てます。以下の場所から、TAC Support Case Managerにア
クセスできます。

https://mycase.cloudapps.cisco.com/case

S1または S2のサポートケースに関して、またはインターネットアクセスがない場合は、電
話で Cisco TACにご連絡ください（S1または S2サポートケースは、著しいパフォーマンスの
低下または停止などの製品のネットワークの問題から構成されています）。お客様の業務を円

滑に続行できるように、S1および S2のサポートケースは、迅速に Cisco TACエンジニアに割
り当てられます。

電話でサポートケースを開く場合は、次のいずれかの電話番号をご利用ください。

•アジア太平洋地区：+61 2 8446 7411

•オーストラリア：1 800 805 227

• EMEA：+32 2 704 55 5555

• USA: 1 800 5532447

企業およびサービスプロバイダー製品に関する Cisco TACの連絡先の一覧については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.htmlを参照してください。

Cisco Small Business Support Center（SBSC）の連絡先の一覧については、http://www.cisco.com/
c/en/us/support/web/tsd-cisco-small-business-support-center-contacts.htmlを参照してください。
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第 3 章

HX Data Platformのサポート

•トラブルシューティングでの TACサポートの利用（5ページ）
• HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home（6ページ）
• Cisco HX Data Platformサポートバンドル（13ページ）

トラブルシューティングでの TACサポートの利用
この項では、TACサポートが支援する一般的なタスクを一覧し、自動サポートオプションの
設定方法と HyperFlexサポートバンドルの作成方法を説明します。

サポートバンドルとは、HX Data Platformが内蔵および使用するいくつかのコンポーネントか
ら収集されるログのコレクションのことです。次の内容が含まれています。

• HX Data Platformインストーラ VM：このコンポーネントのログは、インストールに関す
る情報を提供します。

• VMコントローラ：このコンポーネントのログは、HX Data Platformファイルシステム、
クラスタの作成、クラスタの拡張に関する情報を提供します。

• VMwareESXiホスト：このコンポーネントのログは、HXストレージクラスタに含まれる
ノードに関する情報を提供します。

• VMware vCenter：このコンポーネントのログは、HX Data Platform Plug-inおよび vCenter
サーバに関する情報を提供します。

TACは、サポートバンドルを使用して問題のトラブルシューティングを支援します。

一般的な TAC支援サポートトピック
以下に、テクニカルアシスタンスセンター（TAC）の支援によって扱われることの多いサポー
トトピックの一覧を示します。

• HXストレージクラスタ内のノードにディスクを追加しても認識されない。

• HXストレージクラスタへのノードの追加が失敗する。
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• HXストレージクラスタの IPアドレスを変更する。

•暗号化されたクラスタの破壊を含む、クラスタの破壊。

• HX Data Platformのバージョンのダウングレード。

• HXストレージクラスタ作成の失敗。

•ノード再調整のタイムアウトの変更。

• HXストレージクラスタ用に最適化されて導入された VDIまたは VSIの変更。

• 3ノードクラスタ内のノードの削除。

• 4ノードクラスタ内のノードの交換。

• HX240cサーバ上でのハウスキーピング SSDの交換。

•別の HXストレージクラスタで削除したノードの再使用。

•削除されたノードのディスクの再利用。

•ストレージ回復用の cleanerスケジュールの設定。

• MTU値の 9000以外への設定。

•サーバ単位でのデフォルトでない大容量 SSDやHDDを使用する際のサイジングのガイダ
ンスがサポート対象。

• HX Data Platformのアンインストール。

• HXストレージクラスタのアンインストール。

• HX Data Platformバージョン 1.7.1より古いバージョンからの HX Data Platformのアップグ
レード。

• stcliコマンドの whitelistまたは recreateの使用。

HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home
HXストレージクラスタを構成して、文書化されたイベントに関する自動化された電子メール
通知を送信することができます。通知内の収集されたデータを使用して、HXストレージクラ
スタの問題のトラブルシューティングに役立てることができます。

自動サポート (ASUP)

自動サポートは、HX Data Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。自動サ
ポートを有効にすると、HX Data Platformから、通知の受信先として指定された電子メールア
ドレスまたは電子メールエイリアスに通知が送信されます。自動サポートは通常、HXスト
レージクラスタの作成時に SMTPメールサーバを設定し、電子メール受信者を追加して設定
します。
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未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

構成中に [Enable Auto Support]チェックボックスが選択されていない場合、次の方法を使用し
て自動サポートをクラスタの作成後に有効にすることができます。

関連トピッククラスタ作成後の ASUP構成方法

HXConnectを使用した自動サポートの構成（
8ページ）

HX Connectユーザインターフェイス

CLIを使用した通知設定の構成（9ページ）コマンドラインインターフェイス（CLI）

Cisco HyperFlexはCisco DevNetでのRESTAPI
をサポートします。

REST API

自動サポートを使用して、HXストレージクラスタをモニタリングツールに接続することも
できます。

Smart Call Home（SCH）

Smart Call Homeは、HXストレージクラスタを監視し、ビジネスの運営に影響をおよぼす前に
問題にフラグ付けして解決を開始する、自動化されたサポート機能です。これにより高いネッ

トワーク可用性と運用効率の向上をもたらします。

CallHomeは、さまざまな障害や重要なシステムイベントを検出してユーザに通知する、Cisco
デバイスのオペレーティングシステムに組み込まれている製品機能です。 Smart Call Homeは
Call Homeの基本機能を高めるために自動化機能と利便性向上機能を追加します。Smart Call
Homeを有効にすると、Smart Call Homeに Call Homeメッセージ/アラートが送信されます。

Smart Call Homeは Ciscoの多くのサービス契約に含まれており、次が含まれます。

•自動化された、24時間の機器監視、プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メール
アラート、サービスチケットの通知、および修復の推奨。

• Call Home診断とインベントリアラームをキャプチャおよび処理することにより指定され
た連絡先に送信される、プロアクティブなメッセージング。これらの電子メールメッセー

ジには、自動的に作成された場合に Smart Call Homeポータルと TACケースへのリンクが
含まれています。

• Cisco Technical Assistance Center（TAC）による優先サポート。Smart Call Homeでは、ア
ラートが十分に重大な場合、TACケースが自動的に生成され、デバッグおよび他の CLI
出力が添付されて、https経由で適切なサポートチームにルーティングされます。

•カスタマイズされたステータスレポートおよびパフォーマンス分析。

•次に対するWebベースのアクセス：1箇所における修復のためのすべての Call Homeメッ
セージ、診断、および推奨、TACケースのステータス、すべてのCall Homeデバイスの最
新のインベントリおよび構成情報。
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HXストレージクラスタ、あなた、そしてサポートの間で自動通信を確保するには、データコ
レクションの Smart Call Homeの構成（10ページ）を参照してください。

HX Connectを使用した自動サポートの構成
通常は、HXストレージクラスタの作成中に自動サポート（ASUP）が設定されます。設定さ
れなかった場合、HX Connectユーザインターフェイスを使用してクラスタ作成後の設定を有
効にすることができます。

ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 バナーで、[Edit settings]（歯車アイコン） > [Auto Support Settings]の順にクリックして次のフィールドに
記入します。

基本情報UI要素

次を有効にすることで、このHXストレージクラスタの自宅に発
信を構成します。

•分析のための Cisco TACへのデータ配信。

•プロアクティブサポートの一環としてサポートからの通知。

[Enable Auto Support (Recommended)]
チェックボックス

通知を受信する電子メールアドレスを入力します。[Send service ticket notifications to]フィー
ルド

エンドユーザー使用契約。自動サポート機能を使用するには、こ

のチェックボックスをオンにする必要があります。

[Terms and Conditions (使用条件)]
チェックボックス

•Webプロキシサーバ url

• Port

• Username

• Password

[Use Proxy Server]チェックボックス

ステップ 3 [OK]をクリックします。

ステップ 4 バナーで、[Edit settings]（歯車アイコン） > [Notifications Settings]の順にクリックして次のフィールドに
記入します。
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基本情報UI要素

オンにした場合は、次のフィールドを入力します。

• [Mail Server Address]

• [From Address]：サポートサービスチケットの HXストレージク
ラスタを識別するために使用し、また自動サポート通知の送信者

として使用するメールアドレスを入力します。現在、サポート情

報はこのメールアドレスには送信されません。

• [Recipient list]（カンマ区切り）

[Send email notifications for alarms]
チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。

CLIを使用した通知設定の構成
HXストレージクラスタからアラーム通知を受信する設定を構成および確認するには、次の手
順に従ってください。

未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

ステップ 1 sshを使用して HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 SMTPメールサーバを設定し、設定を確認します。

指定された受信者に電子メール通知を送信するためにSMTPメールサーバで使用される電子メールアドレ
スです。

シンタックス：stcli services smtp set [-h] --smtp SMTPSERVER --fromaddress FROMADDRESS

例:
# stcli services smtp set --smtp mailhost.eng.mycompany.com --fromaddress smtpnotice@mycompany.com

# stcli services smtp show

ステップ 3 ASUP通知を有効にします。
# stcli services asup enable

ステップ 4 受信者の電子メールアドレスを追加し、設定を確認します。

電子メール通知を受信する電子メールアドレスまたは電子メールエイリアスのリストです。電子メールが

複数ある場合はスペースで区切ります。

シンタックス：stcli services asup recipients add --recipients RECIPIENTS

例:
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# stcli services asup recipients add --recipients user1@mycompany.com user2@mycompany.com
# stcli services asup show

ステップ 5 HXストレージクラスタの eth1:0の IPアドレスを所有しているコントローラVMから、電子メールにテス
ト ASUP通知を送信します。
# sendasup -t

eth1:0の IPアドレスを所有しているノードを確認するには、sshを使用して HXストレージクラスタの各
ストレージコントローラ VMにログインし、ifconfigコマンドを実行します。他のノードから sendasup

コマンドを実行しても、出力は何も返されず、受信者はテストを受信しません。

ステップ 6 すべてのストレージコントローラ VMの IPアドレスから電子メールを送信できるように電子メールサー
バを設定します。

データコレクションの Smart Call Homeの構成
データコレクションはデフォルトで有効にされますが、インストール時にオプトアウト（無効

化）することができます。クラスタ作成後のデータコレクションを有効にすることもできま

す。アップグレード中に、Smart Call Homeがレガシー構成に基づいて設定されます。たとえ
ば、stcli services asup showを有効にすると、アップグレード時に Smart Call Homeが有効
になります。

HXストレージクラスタに関するデータコレクションは、httpsを介して Cisco TACに転送さ
れます。インストールされているファイアウォールがある場合、Smart Call Homeのプロキシ
サーバの構成は、クラスタ作成の後に完了します。

HyperFlex Data Platformリリース 2.5(1.a)では、Smart Call Home Service Request（SR）の生成で
プロキシサーバは使用されません。

（注）

Smart Call Homeを使用するには次が必要です。

•対応するCiscoUnified Computing Support Service契約またはCiscoUnified ComputingMission
Critical Support Service契約と関連付けられた Cisco.com ID

•登録されるデバイス用の Cisco Unified Computing Support Serviceまたは Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Service

ステップ 1 HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 サポート付きの HXストレージクラスタを登録します。

HXストレージクラスタを登録すると、収集されたデータに IDを追加し、Smart Call Homeを自動的に有
効にします。HXストレージクラスタを登録するには、電子メールアドレスを指定する必要があります。
登録後、このメールアドレスは、問題があり TACのサービス要求が生成されるたびにサポート通知を受
け取ります。
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Hyperflexで Smart Call Homeを設定するときに、登録を完了するためのリンクを含む電子メール
が設定済みのアドレスに送信されます。この手順を完了していない場合、デバイスは非アクティ

ブ状態のままになり、自動サービスリクエストはオープンになりません。

（注）

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS

例:
# stcli services sch set --email name@company.com

ステップ 3 HXストレージクラスタからサポートへのデータフローが稼働していることを確認します。

稼働しているデータフローにより、生じる可能性のある問題のトラブルシューティングをサポートできる

関連情報をすぐに利用できます。

-すべて オプションの HXクラスタ内のすべてのノードのコマンドを実行します。
# asupcli [--all] ping

HXストレージクラスタを HyperFlex 1.7.1から 2.1.1bにアップグレードする場合は、次のコマンドも実行
します。

# asupcli [--all] post --type alert

次のエラーが表示される場合はサポートに問い合わせてください。

root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp# asupcli post --type alert
/bin/sh: 1: ansible: not found
Failed to post - not enough arguments for format string
root@ucs-stctlvm-554-1:/tmp#

ステップ 4 （省略可能）ポート 443を介した Smart Call Homeのアクセスを有効にするためにプロキシサーバを設定
します。

クラスタの作成後、HXストレージクラスタがファイアウォールの背後にある場合は、Smart Call Homeプ
ロキシサーバを構成する必要があります。サポートは、url: https://diag.hyperflex.io:443エンドポイ

ントでデータを収集します。

1. 既存の登録メールとプロキシ設定をすべてクリアします。
# stcli services sch clear

2. プロキシと登録メールを設定します。

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS [--proxy-url PROXYURL] [--proxy-port PROXYPORT]
[--proxy-user PROXYUSER] [--portal-url PORTALURL] [--enable-proxy ENABLEPROXY]
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構文の説明 説明必須またはオプショ

ン

オプション

Ciscoサポートからのメールを受信する人の
電子メールアドレスを追加します。配布リス

トまたはエイリアスを使用することを推奨し

ます。

必須です。--email EMAILADDRESS

プロキシの使用を明示的に有効または無効に

します。

オプション。--enable-proxy
ENABLEPROXY

代替の Smart Call Homeポータルの URLを指
定します（該当する場合）。

オプション。--portal-url PORTALURL

HTTPプロキシのURLを指定します（該当す
る場合）。

オプション。--proxy-url PROXYURL

HTTPプロキシのポートを指定します（該当
する場合）。

オプション。--proxy-port PROXYPORT

HTTPプロキシのユーザを指定します（該当
する場合）。

HTTPプロキシのパスワードを指定します
（メッセージが表示される場合）。

オプション。--proxy-user PROXYUSER

例:
# stcli services sch set
--email name@company.com
--proxy-url www.company.com
--proxy-port 443
--proxy-user admin
--proxy-password adminpassword

3. プロキシサーバが動作しており、データがHXストレージクラスタからサポートロケーションに流れ
ることを確認するために Pingを送信します。
# asupcli [--all] ping

-すべて オプションが HXクラスタ内のすべてのノードで、コマンドを実行します。

ステップ 5 Smart Call Homeが有効になっていることを確認します。

Smart Call Homeの設定が setの場合、自動的に有効になります。

# stcli services sch show

Smart Call Homeが無効の場合は手動で有効にします。
# stcli services sch enable

ステップ 6 自動サポート（ASUP）通知を有効にします。

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
12

HX Data Platformのサポート

データコレクションの Smart Call Homeの構成



通常は、HXストレージクラスタの作成中に自動サポート（ASUP）が設定されます。設定されなかった
場合、HXConnectまたはCLIを使用してクラスタ作成後の設定を有効にすることができます。詳細につい
ては、「HyperFlexの Auto Supportと Smart Call Home」を参照してください。

Cisco HX Data Platformサポートバンドル
サポートバンドルは、コマンドラインインターフェイス、または vCenter Webクライアント
から生成できます。コマンドラインオプションは、vCenter Webクライアントを使った従来の
ログ収集よりも大幅に高速です。

また、HX Connectユーザインターフェイスでは、HXストレージクラスタにあるすべてのコ
ントローラ VMおよび ESXiホストからログを収集するサポートバンドルを生成することも
できます。vCenterログは HX Connectからは収集されません。

すべてのサポートバンドルのタイムスタンプは、クラスタのタイムゾーンまたはサーバのタイ

ムゾーン設定に関係なく、UTCタイムゾーンで表示されます。

生成したサポートバンドルは、TACで使用するために HX Data Platform FTPサーバにアップ
ロードできます。既存のサポートバンドルをダウンロードすることもできます。

HX Connectを使用したサポートバンドルの生成
HX Connectユーザインターフェイスを使用すると、ローカルの HXストレージクラスタ内の
すべてのコントローラVMおよび ESXiホストからログを収集するサポートバンドルを生成で
きます。仮想マシンとそのデータを保護するために複製を使用している場合、サポートバンド

ルを生成する必要があるときは、リモート HXストレージクラスタからもサポートバンドル
を生成する必要があります。vCenterログは HX Connectからは収集されません。

CLIを使用してサポートバンドルを生成する場合、サポートバンドルは HX Connectユーザー
インターフェイスに[Other (その他)]のタイプとして表示されます。

（注）

始める前に

HXDPバージョン 3.5 (2a)または 3.5 (2b)を使用している場合は、HX Connectを使用しないで
ください。Storfsバンドルを生成するには、個々の SCVMsの CLIを使用することをお勧めし
ます。

HX Connectからログを作成すると、storfsがクラッシュして Hyperflexクラスタの停止が発生
する可能性があります。

（注）
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ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 バナーで [Edit settings]（歯車アイコン） > [Support Bundle]をクリックします。

または、[System Information] > [Support Bundle]をクリックします。

FQDNまたは IPアドレスのいずれかがホスト名だけではなく、HX接続にアクセスできなければ
なりません

（注）

ステップ 3 [Generate]をクリックします。

サポートバンドルの作成には、1～ 2時間かかることがあります。

ステップ 4 サポートバンドルが表示されたら、supportBundle.zipをクリックして、このファイルをローカルコンピュー
タにダウンロードします。

サポートバンドルのダウンロードには、1～ 2時間かかることがあります。

既存のサポートバンドルも同じ方法でダウンロードします。

次のタスク

これで、このファイルを HX Data Platform FTPサーバにアップロードできます。

監査ログの生成

HX Connectユーザインターフェイスでサポートバンドルを生成すると、そのバンドルに自動
的に監査ログが含められます。

ステップ 1 サポートバンドルを生成してダウンロードします。HX Connectを使用したサポートバンドルの生成（13
ページ）を参照してください。

必要に応じて、既存のサポートバンドルをダウンロードすることもできます。

ステップ 2 サポートバンドルを解凍し、ローカルコンピュータにファイルを抽出します。

ステップ 3 各コントローラ VMで、/var/log/shell.logを検索します。

ステップ 4 各 shell.logファイルを開き、キーワード stcliを使用して監査証跡レコードを検索します。

このログには、シェルで呼び出される stcli呼び出しの監査が含まれています。

例:
2017-07-14T16:48:39.135+00:00 SpringpathControllerHOCBY4KNF1 shell: [pid=20396, uid=0] stcli cluster
restart

ここで、

• 2017-07-14T16:48:39.135+00:00は、stcliコマンドが呼び出された時刻です。
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• uid=0は、stcliコマンドを呼び出したユーザの IDを示します。この例では、ユーザ IDは 0となって

いるので、このユーザは rootです。

• stcli cluster restartコマンドは、実行された stcliコマンドを提供します。

ステップ 5 各コントローラ VMで、/var/log/springpath/audit-rest.logを検索します。

ステップ 6 各 audit-rest.logファイルを開き、キーワード auditを使用して監査証跡レコードを検索します。

このログには、REST APIの監査が含まれています。

例:
2017-06-29-23:26:38.096 - Audit - 127.0.0.1 -> 127.0.0.1 - create
/rest/datastores/00000000d8902473:00000000000100ef?action=mount; 200; administrator@vsphere.local
555ms

ここで、

• 2017-06-29-23:26:38.096は、REST APIが呼び出された時刻です。

• 127.0.0.1は、呼び出し元の IPアドレスです。

• createは、実行されたアクションです。

• /rest/datastores/00000000d8902473:00000000000100ef?action=mountは、パラメータでアクセスされた
リソースです。

• 200は、このアクションの HTTPステータスです。

• administrator@vsphere.localは、この REST APIを呼び出したユーザです。

• 555msは、この操作の所要時間です。

ステップ 7 上記の手順ですべての監査証跡レコードを収集して、別々のファイルに保存します。

コントローラ VMからのログの収集
コントローラ VMのログを収集するオプションは 2つあります。

ステップ 1 オプション 1

a) sshを使用して、各コントローラ VMにログインします。
b) コマンド storfs-supportを実行します

ログの生成にかかる時間は約 2分です。

c) /var/supportディレクトリで tar.gzログファイルを見つけます。次に例を示します。

storfs-support_2016-06-22--06-06-33_ucs--stctlvm-123-1.eng.storvisor.com.tar.gz

d) コントローラ VMから tar.gzファイルを HX Data Platform FTPサーバにアップロードします。
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ステップ 2 オプション 2

a) sshを使用して、各コントローラ VMにログインします。
b) 次のコマンドを実行します：asupcli [--all] post --type asup

--All オプションは、HXクラスタ内のすべてのノードでコマンドを実行します。

c) Smart Call Homeが無効な場合、生成される tar.gzファイルは /var/support/asup_defaultディレクト

リにあります。

このファイルには、それぞれの ESXiホストからのログも含まれています。

d) コントローラ VMから tar.gzファイルを HX Data Platform FTPサーバにアップロードします。

ESXiホストからのログの収集
ESXiホストのログを収集するオプションは 2つあります。

ステップ 1 オプション 1

a) sshを使用して、各 ESXiホストにログインします。
b) コマンド vm-supportを実行します。

ログの生成にかかる時間は約 5分です。

c) /var/tmpディレクトリで .tgzファイルを見つけます。次に例を示します。

esx-localhost-2016-06-22--06.09.tgz

d) ESXiホストから .tgzファイルを HX Data Platform FTPサーバにアップロードします。

ステップ 2 オプション 2

a) sshを使用して、各コントローラ VMにログインします。
b) 次のコマンドを実行します：asupcli collect --type esx --subtype full

c) 各コントローラVMの /var/support/esx-asup-defaultディレクトリにある tar.gzファイルをHXData
Platform FTPサーバにアップロードします。

tar.gzファイルには、ESXiログのみが含まれています。TACがすべてのログを要求した場合は、コン
トローラ VMからのログの収集（15ページ）を参照してください。

サポートバンドル生成時のスペース不足エラー

コアファイルのサイズや以前に生成されたログファイルによってスペースが使用されている

ことなどが原因で、ストレージコントローラ VMにサポートバンドルを生成できる十分なス
ペースがない場合、スペース不足エラーが発生します。サポートバンドルを生成するために

vm-supportコマンドを使用すると、次のエラーが表示されます。

error = [Errno 28] No space left
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このエラーを受信した場合にサポートバンドルを生成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 コアファイルと既存のログファイルを削除するか、またはストレージコントローラ VM外の場所に移動
します。

ステップ 2 ストレージコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 3 ライトサポートバンドルを生成します。

# storfs-support

Cisco HX Data Platformインストーラ VMからの導入ログの収集

ステップ 1 sshと次の資格情報を使用して、HX Data Platformインストーラ VMにログインします。

•ユーザ名：root

•パスワード (デフォルト): Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インストール中にこ
れを変更する必要があります。ユーザーが入力した新しいパスワードを指定しない限り、イ

ンストールを続行できません。

（注）

ステップ 2 コマンド deployment-supportを実行します

ログの生成にかかる時間は 1分未満です。

ステップ 3 /var/supportディレクトリで tar.gzログを見つけます。次に例を示します。

storfs-support_2016-06-22--06-25-35_Cisco-HX-Data-Platform-Installer.tar.gz

ステップ 4 .tar.gzファイルを Cisco FTPサーバにアップロードします。

vCenter Serverからのログの収集

ステップ 1 sshを使用して vCenterサーバにログインします。

ステップ 2 コマンド vc-support -lを実行します。

vCenterサーバで稼働しているノードの数に応じて、ログの生成には約 10～ 20分かかります。

ステップ 3 /storage/logディレクトリでログを見つけます。

ステップ 4 ログを Cisco FTPサーバにアップロードします。
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vSphere Web Clientからのログの収集
vSphereWeb Clientから、Cisco HXData Platformストレージクラスタ ESXiホスト、コントロー
ラ VM、vCenterサーバのログの一部またはすべてを選択的に収集できます。

ステップ 1 vSphere Web Clientにログインします。[Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Resources] > [vCenter
Servers] > [server]の順に選択します。

ステップ 2 HX Data Platformクラスタの vCenterサーバを右クリックし、[Export System Logs]を選択します。

ステップ 3 [Source]パネルから、ログの収集元サーバを選択します。

ステップ 4 オプションで、vCenterログを含めるには、[Include vCenter Server and vSphere Web Client logs]を選択して
[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Ready to Complete]パネルで、含めるシステムログを選択します。

[VirtualMachines]を選択し、選択されている各サーバのコントローラVMのログが含まれるようにします。

ステップ 6 [Generate Log Bundle]をクリックします。

ログの生成にかかる時間は約 40～ 50分です。

ステップ 7 ログが生成されたら、次の手順に従います。

a) [ログバンドルのダウンロード（Download Log Bundle）]をクリックします。
b) サポートバンドルをダウンロードする場所を指定します。たとえば、ファイルをローカル PCにダウ
ンロードします。

c) [Finish]をクリックします。
d) ファイルを Cisco FTPサーバにアップロードします。

Cisco HX Data Platform Plug-inからのログ収集
HXData Platform Plug-inを使用して、HXストレージクラスタ ESXiホストとコントローラVM
のログを収集できます。

ステップ 1 vSphereWeb Clientにログインします。[Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Resources] > [Clusters] >
[cluster]の順に選択します。

ステップ 2 HX Data Platformクラスタを右クリックし、[Cisco HX Data Platform] > [Support]を選択します。

ステップ 3 [Generate Log Bundle]をクリックします。

ログの生成にかかる時間は約 40～ 50分です。

ステップ 4 ログが生成されたら、次の手順に従います。

a) [ログバンドルのダウンロード（Download Log Bundle）]をクリックします。
b) サポートバンドルをダウンロードする場所を指定します。たとえば、ファイルをローカル PCにダウ
ンロードします。
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c) [Finish]をクリックします。
d) ファイルを Cisco FTPサーバにアップロードします。

既存のサポートバンドルのダウンロード

生成したサポートバンドルは、ローカルコントローラ VMの時刻で午前 0時（12:00 a.m）ま
でダウンロードできます。HyperFlexは、サポートバンドルログを 2つ保存します。新しいサ
ポートバンドルを生成すると、最も古いものが自動的に削除されます。

（注）

ステップ 1 vSphere Web Clientにログインします。[Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Resources] > [Clusters]
の順に選択します。

ステップ 2 [cluster]を右クリックし、[HX Data Platform Plug-in] > [Support]を選択し、[Support]ダイアログボックス
を表示します。

HX Data Platform Plug-inではなく、vSphere Web Clientから [cluster]を選択します。（注）

ステップ 3 [Download Support Bundle]をクリックします（有効な場合）。

ステップ 4 サポートバンドルを保存する場所（ローカルコンピュータなど）を指定します。その後、このファイルを
HX Data Platform FTPサーバにアップロードできます。

サポートバンドルのアップロード

サポートバンドルを生成したら、次のいずれかの方法でHXData Platform FTPサーバにアップ
ロードできます。

• FTP：ポート 21を使います。

• SFTP：ポート 22を使います。

• HTTPS：ポート 443を使います。

ftpまたは stfpを使用したサポートバンドルのアップロード

始める前に

サポートバンドルを生成します。

ステップ 1 FTPクライアント（Filezillaなど）を開き、次の情報を使用して HX Data Platform FTPサーバに接続しま
す。
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説明オプション

https://ftp.springpathinc.comホスト

ftp = 21[Port]

sftp = 22

cisco[Username]

ciscoPassword

ステップ 2 HX Data Platform FTPサーバに接続したら、サポートケース番号を使用してフォルダを作成します。

ステップ 3 ディレクトリを新しいフォルダに変更します。

ステップ 4 このフォルダにサポートバンドルのログファイルをアップロードします。

ステップ 5 アップロードが完了したら、Ciscoテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に連絡して、そのアップロー
ドディレクトリの名前を通知します。

ステップ 6 HXストレージクラスタのスペースを解放するため、/var/support/の内容を削除します。

httpsを使用したサポートバンドルのアップロード

始める前に

サポートバンドルを生成します。

ステップ 1 ブラウザウィンドウを開き、Springpathでホストされている HX Data Platform FTPサーバの URLに移動
し、次の情報を使用してログインします。

説明オプション

https://ftp.springpathinc.comURL

cisco[Username]

ciscoPassword

ステップ 2 HX Data Platform FTPサーバに接続したら、サポートケース番号を使用してフォルダを作成します。

ステップ 3 ディレクトリを新しいフォルダに変更します。

ステップ 4 このフォルダにサポートバンドルのログファイルをアップロードします。

ステップ 5 アップロードが完了したら、Ciscoテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に連絡して、そのアップロー
ドディレクトリの名前を通知します。

ステップ 6 HXストレージクラスタのスペースを解放するため、/var/support/の内容を削除します。
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第 4 章

HX Data Platformのイベント

•システムイベントの理解（21ページ）
• HX Data Platformプラグインイベントの表示 （22ページ）
•自動承認済みイベント（23ページ）
• HX Connectを使用した手動によるアラームの承認（24ページ）
•クラスタアクセスポリシーの遵守のイベント（24ページ）
•クラスタイベント（25ページ）
•重要なインフラストラクチャのイベント（29ページ）
•ディスクイベント（30ページ）
•ノードイベント（33ページ）
•暗号化イベント（35ページ）
•レプリケーションとリカバリイベント（46ページ）
• Smart Call Homeイベント（48ページ）
•スマートライセンスイベント（49ページ）
•スナップショットイベント（51ページ）
•スペース使用率のイベント（53ページ）
•ストレージイベント（57ページ）
•イベントのアップグレード（57ページ）

システムイベントの理解
HXDataPlatformのメッセージには、さまざまなイベント発生時にシステムで表示されるエラー
メッセージ、警告メッセージ、情報メッセージがあります。これらイベントには、HXストレー
ジクラスタ全体のイベントと HXストレージクラスタコンポーネントの変更によるイベント
などがあります。

メッセージは、HXストレージクラスタのアクティビティによって開始されます。メッセージ
は、次のようなさまざまな場所に表示されます。

• VMware vCenterの [Events]または [Alarms]ページ：一部のメッセージは vCenterにより、
HXData Platformの [Events]と [Alarms]ページにダイレクトされます。vCenterがHyperFlex
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ログファイルに保存される一部のメッセージを照会し、これらのメッセージが vCenterの
[Events]ページと [Alarms]ページに追加されます。

• HX Data Platform Plug-inの [Monitor] > [Event]タブ。HX Data Platformプラグインイベント
の表示 （22ページ）を参照してください。

• HX Data Platform自動サポート (ASUP) system—自動サポート電子メール通知を送信する
には有効にする必要があります。自動サポートは通常、HXストレージクラスタの作成時
に SMTPメールサーバを設定し、電子メール受信者を追加して設定します。

• SmartCallHome（SCH）通知：SCHは自動サポート機能で、24時間体制のデバイス監視、
プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メールアラート、サービスチケットの通知、

HXストレージクラスタの重要なシステムイベントに関する修復推奨事項を提供します。

• HX Connectユーザインターフェイス：ヘッダーでは、ベルのアイコン（ ）に現在のエ

ラーまたは警告のアラーム数が表示されます。エラーと警告の両方がある場合、カウント

はエラーの数を示します。詳細については、HXConnectユーザインターフェイスの [Alarms]
ページまたは [Events]ページを参照してください。

HX Data Platformプラグインイベントの表示
[Monitor Events]タブには、HXストレージクラスタの状態変更に関する情報が表示されます。
イベントには、HXストレージクラスタ、ホスト、データストアで発生したユーザアクション
とシステムアクションが含まれます。たとえば、HXストレージクラスタへのノードの追加、
HXストレージクラスタからのノードの削除、VMリソースの再設定などです。

[イベント（Events）]タブから実行できるタスクは次のとおりです。

•タブの下部でイベントを選択し、イベントの詳細を表示。

•リスト上部のフィルタコントロールを使用して、リストをフィルタ処理。たとえば、memory

と入力してイベントのサブセットを表示します。

•列ヘッダーをクリックし、リストを並べ替え。

vSphereWeb Clientの [Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex] > [Systems] > [Cisco HX
Data Platform] > [cluster] > [Monitor] > [Events]の順に選択します。次のフィールドがあります。

説明フィールド

イベントメッセージの内容。各イベントタイプについての

セクションを参照してください。

Description

メッセージのタイプ。Type

イベントが発生した時間のタイムスタンプ。時刻は、UTC
から算出されるローカルブラウザ時刻で表示されます。

Date Time
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説明フィールド

ターゲットの名前。ターゲットタイプのオプションには、

[storage cluster]、[host]、[datastore]、[disk]があります。
Target

イベントのリソースのコンシューマ。User

vSphereストレージクラスタイベントへのリンク。VCクラスタイベント（VCClusterEvents）

イベントのコンテンツはイベントテーブルと同じ。

[Target link]：[Event detail]の [Target]オブジェクトは、
[vSphere target Summary]ページにリンクします。たとえば、
HXストレージクラスタの [Summary]ページやノードの
[Summary]ページにリンクします。

イベント詳細（Event Detail）

自動承認済みイベント
ストレージクラスタ全体のイベントには、自動承認機能があります。イベントが発生すると、

メッセージが発行されます。メッセージの原因となった状態が修正されると（例：ノードが正

常な状態に戻る場合）、元のアラームが承認されます。アラームは手動で承認することもでき

ます。

対応するイベントが発生すると自動的に承認されるイベントを次に示します。

アラームのリ

セット先

リセットイベントトリガーイベント

グリーンClusterHealthNormalEventClusterUnhealthyEvent

グリーンClusterOnlineEventClusterReadonlyEvent

グリーンClusterHealthNormalEventClusterHealthCriticalEvent

グリーンSpaceRecoveredEventSpaceWarningEvent

グリーンSpaceRecoveredEventSpaceAlertEvent

グリーンSpaceRecoveredEventSpaceCriticalEvent

グリーンClusterPolicyComplianceSatisfiedEventClusterPolicyComplianceFailedEvent

グリーンClusterPolicyComplianceSatisfiedEventClusterPolicyComplianceDegradedEvent

グリーンClusterPolicyComplianceSatisfiedEventClusterPolicyComplianceImprovedEvent

グリーンClusterHealthNormalEventCriticalInfraComponentEvent
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HX Connectを使用した手動によるアラームの承認
[Alarms] ページには、HyperFlex Data Platformが発行した HXストレージクラスタと ESXiア
ラームの一覧が表示されます。アラームを承認すると、他のユーザに問題の所有権を取得する

ことを知らせることができます。アラームが承認されると、アラームアクションは中断しま

す。ただし、アラームはシステムで表示されたままです。承認しても、アラームはクリアもリ

セットもされません。

ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 メニューで、[Alarms]をクリックします。

ステップ 3 承認するアラームをクリックし、[Acknowledge] をクリックします。

vCenterはHXConnectとのセッションを認識するため、vCenterから発行されたシステムメッセージには、
セッションユーザが示されることがあります。たとえば、[Acknowledged By] に
[com.springpath.sysmgmt.domain-c7]と表示されます。

クラスタアクセスポリシーの遵守のイベント
ClusterPolicyComplianceDegradedEvent

Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告される

HXDPプラ
グイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレージク
ラスタの管理につ

いては、Cisco
HyperFlex Data
Platform
Administration
Guideを参照して
ください。

イベント

およびア

ラーム

クラスタアクセ

スコンプライア

ンスが低下しま

した。

ClusterPolicyComplianceFailedEvent

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
24

HX Data Platformのイベント

HX Connectを使用した手動によるアラームの承認



Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告される

HXDPプラ
グイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレージク
ラスタの管理につ

いては、Cisco
HyperFlex Data
Platform
Administration
Guideを参照して
ください。

Yesイベント

およびア

ラーム

クラスタアクセ

スコンプライア

ンスに失敗しま

した。

ClusterPolicyComplianceImprovedEvent

Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告される

HXDPプラ
グイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし。イベント

およびア

ラーム

クラスタアクセ

スコンプライア

ンスが改善され

ました。

ClusterPolicyComplianceSatisfiedEvent

Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告される

HXDPプラ
グイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし。クラスタアクセ

スコンプライア

ンスは基準を満

たしています。

クラスタイベント
ClusterAddedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なしイベントOnline新しいストレージク

ラスタが追加されまし

た。
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ClusterCapacityChangedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレー
ジクラスタ

の管理につい

ては、Cisco
HyperFlex
Data Platform
Administration
Guideを参照
してくださ

い。

対応対応イベントOnline有効な物理キャパシ

ティが、ディスクまた

はノードの追加や削除

によって変更されまし

た。

ClusterHealthCriticalEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレー
ジクラスタ

の管理につい

ては、Cisco
HyperFlex
Data Platform
Administration
Guideを参照
してくださ

い。

対応対応イベント

およびア

ラーム

OfflineHDD、SSD、ノードの
関連性のない障害が 3
つ同時に発生していま

す。

ClusterHealthNormalEvent
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クラスタイベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnlineクラスタが正常状態に

戻りました。

システムが HDDや
SSD、またはノードの
障害から回復していま

す。

または

障害の発生したリソー

スが交換されました。

ClusterOnlineEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレー
ジクラスタ

の管理につい

ては、Cisco
HyperFlex
Data Platform
Administration
Guideを参照
してくださ

い。

○イベントOnlineストレージクラスタ

が正常に作成されまし

た。

ClusterReadOnlyEvent
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クラスタイベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

HXストレー
ジクラスタ

の管理につい

ては、Cisco
HyperFlex
Data Platform
Administration
Guideを参照
してくださ

い。

ASUPが有効
な場合は

TACチケッ
トが作成され

ます。

対応対応イベント

およびア

ラーム

ReadOnlyクラスタが ReadOnly
モードへ移行していま

す。

ClusterReadyEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なしイベントOnlineクラスタはオンライン

で I/O実行中です。
NFSデータストアは到
達可能です。

ClusterShutdownEvent
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クラスタイベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告される
vCenter

クラスタ

の状態

説明

HXストレー
ジクラスタ

の管理につ

いては、
Cisco
HyperFlex
Data Platform
Administration
Guideを参照
してくださ

い。

対応対応対応イベントお

よびアラー

ム

Offlineシステムが Cluster
Health Critical Eventを
トリガーしました。

ストレージクラスタ

がシャットダウンしま

した。

すべての VMにアク
セス不能です。

ClusterUnhealthyEvent

Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

HXストレージク
ラスタの管理につ

いては、Cisco
HyperFlex Data
Platform
Administration
Guideを参照して
ください。

対応対応イベントお

よびアラー

ム

Onlineクラスタは正

常ではありま

せん。

重要なインフラストラクチャのイベント
CriticalInfraComponentEvent
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重要なインフラストラクチャのイベント



Action報告さ

れる
SCH

報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラス

タの状

態

説明

TACを参照して
ください。

Yesイベント

およびア

ラーム

OfflineコントローラVMで障
害が発生したか、また

はシャットダウンした

ときの通知メッセー

ジ。

ディスクイベント
DiskAddedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

なし。○イベント新しいディスクを

追加しました。

DiskRemovedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

ディスクを交換

します。

Yesイベント

およびア

ラーム

ディスクが物理的

に削除されている

か、オフラインに

なっています。

DiskFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

ディスクを交換

します。

Yesイベント

およびア

ラーム

ディスクに障害が

発生しました。
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ディスクイベント



DiskPhysicalAddedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

なし。Yesイベント

およびア

ラーム

ストレージクラス

タにディスクが追

加されました。

DiskPhysicalRemovedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

ディスクを交換

します。

Yesイベント

およびア

ラーム

ストレージクラス

タからディスクが

取り外されまし

た。

DiskHardBlacklistedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

対応対応イベント

およびア

ラーム

ディスクに永続的

な障害が発生しま

した。

DiskRepairingEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

○イベントディスクを修復中

です。

DiskRepairSucceededEvent
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ディスクイベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

トリガーの説明

○イベントディスクの修復が

正常に完了しまし

た。

DiskRemovalInProgressEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

トリガーの

説明

○Eventディスクの

取り外しが

進行中で

す。

DiskRemovalFailedEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

トリガーの

説明

○Eventディスクの

取り外しに

失敗しまし

た。

DiskRemovalCompletedEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

トリガーの

説明

○Eventディスクの

取り外しに

成功しまし

た。

DiskHealthEvent
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ディスクイベント



Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

トリガーの

説明

対応Eventディスクの

状態が悪化

しました。

ノードイベント
NodeDecommissionedEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

○Eventノードはス

トレージク

ラスタから

削除されま

した。

NodeJoinedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

○イベント新しいノードが

ストレージクラ

スタに接続され

ました。

NodeMaintenanceEnteredEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

Eventノードはメ

ンテナンス

モードに入

りました。

NodeMaintenanceExitedEvent
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ノードイベント



Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

○Eventノードはメ

ンテナンス

モードを終

了しまし

た。

NodePoweredDownEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

○イベントストレージコン

トローラ VM
ノードの電源を

オフにしまし

た。ストレージ

クラスタがキャ

パシティの減少

した状態で動作

しており、[低下
（Degraded）]状
態になる可能性

があります。

NodeReadyForIOEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

○イベントノードは I/O操
作の準備が整い

ました。

NodeReadyForShutdownEvent
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ノードイベント



Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

Yesノードが

シャットダ

ウンの準備

をしていま

す。

ComputeNodeAddedEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

対応コンピュー

ティング

ノードが

HXクラス
タに正常に

追加されま

した

暗号化イベント

クラスタレベル SEDイベント

EncryptionLocalConfigDisableCompletedEvent、EncryptionRemoteConfigDisableCompletedEvent,
EncryptionLocalConfigEnableCompletedEvent、EncryptionRemoteConfigEnableCompletedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタの暗号

化の設定を正

常に無効化ま

たは有効化し

ます。

EncryptionLocalConfigDisableFailedEvent、 EncryptionRemoteConfigDisableFailedEvent、
EncryptionLocalConfigEnableFailedEvent、 EncryptionRemoteConfigEnableFailedEvent
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暗号化イベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化設定の無効

化または有効

化に失敗しま

した。

EncryptionLocalConfigDisableStartedEvent、 EncryptionRemoteConfigDisableStartedEvent、
EncryptionLocalConfigEnableStartedEvent、 EncryptionRemoteConfigEnableStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化設定の無効

化または有効

化にが開始さ

れました。

EncryptionLocalConfigRekeyCompletedEvent、

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルクラ

スタのディス

クの Rekeyの
設定に成功し

ました。

ConfigRekey
タスクのメッ

セージは、

ローカルクラ

スタ暗号化の

ReKeyタスク
をより先行し

ます。
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暗号化イベント



EncryptionLocalConfigRekeyFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルクラ

スタでのディ

スクの ReKey
の設定に失敗

しました。

ConfigRekey
タスクのメッ

セージは、

ローカルクラ

スタ暗号化の

ReKeyタスク
をより先行し

ます。

EncryptionLocalConfigRekeyStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルクラ

スタでのディ

スクの ReKey
の設定を開始

します。

ConfigRekey
タスクのメッ

セージは、

ローカルクラ

スタ暗号化の

ReKeyタスク
をより先行し

ます。

EncryptionLocalRekeyCompletedEvent、 EncryptionRemoteRekeyCompletedEvent

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
37

HX Data Platformのイベント

暗号化イベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタのディ

スクの Rekey
設定に成功し

ました。

EncryptionLocalRekeyFailedEvent、 EncryptionRemoteRekeyFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタのディ

スクの Rekey
設定に失敗し

ました。

EncryptionLocalRekeyStartedEvent、 EncryptionRemoteRekeyStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタのディ

スクの Rekey
設定に開始し

ました。

EncryptionLocalDisableCompletedEvent、 EncryptionLocalEnableCompletedEvent、
EncryptionRemoteDisableCompletedEvent、 EncryptionRemoteEnableCompletedEvent
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暗号化イベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタの暗号

化を正常に無

効化または有

効化します。

EncryptionLocalDisableFailedEvent、 EncryptionLocalEnableFailedEvent、
EncryptionRemoteDisableFailedEvent、 EncryptionRemoteEnableFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化の無効化ま

たは有効化に

失敗しまし

た。

EncryptionLocalDisableStartedEvent、 EncryptionLocalEnableStartedEvent、
EncryptionRemoteDisableStartedEvent、 EncryptionRemoteEnableStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化の無効化ま

たは有効化を

開始しまし

た。

EncryptionLocalRemoteCompletedEvent
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暗号化イベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタの暗号

化タスクに成

功しました。

EncryptionLocalRemoteFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化タスクに失

敗しました。

EncryptionLocalRemoteStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化タスクに開

始しました。

EncryptionLocalRemoteConfigCompletedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタの暗号

化設定に成功

しました。
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暗号化イベント



EncryptionLocalRemoteConfigFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化設定タスク

に失敗しまし

た。

EncryptionLocalRemoteConfigStartedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化設定タスク

を開始しまし

た。

EncryptionOperationTimeoutEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

問題を特

定および

修正し、

タスクを

再試行し

てくださ

い。

○EventOnlineローカルまた

はリモートク

ラスタで暗号

化タスクがタ

イムアウトし

ました。

ノードレベル SEDイベント

EncryptionNodeDisableStartEvent、 EncryptionNodeEnableStartEvent

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
41

HX Data Platformのイベント

暗号化イベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。EventOnlineHXクラスタ
ノードで暗号

化の有効化ま

たは無効化が

開始されまし

た。

EncryptionNodeDisableSuccessEvent、 EncryptionNodeEnableSuccessEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノードで暗号

化の有効化ま

たは無効化が

成功しまし

た。

EncryptionNodeRekeyStartEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なし。EventOnlineHXクラスタ
ノードの

ReKeyが開始
されました。

EncryptionNodeRekeySuccessEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノードの

ReKeyに成功
しました。
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ディスクレベル SEDイベント

EncryptionDiskDisableEvent、 EncryptionDiskEnableEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
タスクのノー

ド上のディス

クで暗号化を

有効または無

効にします。

EncryptionDiskDisableFailedEvent、 EncryptionDiskEnableFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノード上の

ディスク暗号

化の有効化ま

たは無効化に

失敗しまし

た。

EncryptionDiskEraseEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
タスクでノー

ド上の暗号化

されたディス

クを消去しま

す。

EncryptionDiskEraseFailedEvent
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノード上の暗

号化された

ディスクの消

去に失敗しま

した。

EncryptionDiskRekeyEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
タスクでノー

ド上の暗号化

されたディス

クを reKeyし
ます。

EncryptionDiskRekeyFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノード上の暗

号化された

ディスクの

reKeyに失敗
しました。

EncryptionDiskSecureDriveEvent
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
タスクでノー

ド上の暗号化

されたディス

クを保護しま

す。

EncryptionDiskSecureDriveFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
でノード上の

ディスクの暗

号化保護に失

敗しました。

EncryptionDiskSecureDriveUnlockFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
ノードで失敗

した暗号化保

護ディスクの

ロック解除に

失敗しまし

た。

EncryptionDiskUnlockForeignEvent
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
タスクでノー

ド上の不明な

ディスクを

ロック解除し

ます。

EncryptionDiskUnlockForeignFailedEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
HXDPプラ
グインで

報告

vCenterで
報告

クラス

タの状

態

説明

なしEventOnlineHXクラスタ
のノード上の

不明なディス

クのロック解

除に失敗しま

した。

レプリケーションとリカバリイベント

VCenterで報告されるイベントは、それぞれ オブジェクト > イベント ページにリストされ
ています。たとえば、仮想マシンイベントまたはリソースプールイベント。

（注）

AddedDpGroup

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ン保護グ

ループが

作成され

ました。

AddedDpVm
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ン保護が

開始され

ました。

CreateDpVmSnapshotFailed

Action報告さ

れる
SCH

報告され

る ASUP
報告さ

れる HX
接続

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラス

タの状

態

説明

なし○イベントOnline仮想マシンのスナッ

プショットの作成に

失敗しました。

RecoveryFailed

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ンのリカ

バリに失

敗しまし

た。

RecoveryInitiated

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ンのリカ

バリを開

始しまし

た。

RecoverySucceeded

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
47

HX Data Platformのイベント

レプリケーションとリカバリイベント



Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ンのリカ

バリに成

功しまし

た。

ReplicationFailed

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline仮想マシ

ンのレプ

リケー

ションに

失敗しま

した。

ReplicationPeriodExceeded

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HX接続
報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なし○イベントOnline指定され

た間隔で

仮想マシ

ンのレプ

リケー

ションを

完了でき

ませんで

した。

Smart Call Homeイベント
CallhomeEndpointConnectionFailedEvent
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

なしイベントOnlineノードが Smart Call
Homeエンドポイント
に到達できません。

CallhomeEndpointConnectionOKEvent

Action報告される
SCH

報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

なしイベントOnlineノードは
Smart Call
Homeエン
ドポイント

に到達でき

ます。

スマートライセンスイベント
SmartLicenseEvalEvent

Action報告され

る SCH
報告される
ASUP

報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

なしイベントOnlineクラスタのス

マートライセ

ンスは評価

モードです。

SmartLicenseEvalExpiredEvent
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Action報告される
SCH

報告され

る ASUP
報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

[Cisco
Software
Central
(Ciscoソフ
トウェアセ

ントラル)]
にアクセス

し、[Smart
Software
Licensing (ス
マートソフ

トウェアラ

イセンス)]
をクリック

して、Cisco
スマートソ

フトウェア

マネージャ

にクラスタ

を登録しま

す。

○イベントOnlineクラスタの

スマートラ

イセンス評

価期間が終

了しまし

た。

SmartLicenseInComplianceEvent

Action報告される
SCH

報告され

る ASUP
報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

なし。イベントOnlineクラスタに

割り当てら

れるライセ

ンスの数

は、スマー

トライセン

スに準拠し

ています。

SmartLicenseOutOfComplianceEvent
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Action報告される
SCH

報告され

る ASUP
報告される

HXDPプラグ
イン

報告される
vCenter

クラスタの

状態

説明

[Cisco
Software
Central
(Ciscoソフ
トウェアセ

ントラル)]
に移動し、
[Smart
Software
Licensing (ス
マートソフ

トウェアラ

イセンス)]
をクリック

して、適用

可能なライ

センスを

Ciscoスマー
トソフト

ウェアマ

ネージャ仮

想アカウン

トに購入ま

たは転送し

ます。

○イベントOnline仮想アカウ

ントのス

マートライ

センス数が

不足してい

るため、ク

ラスタは準

拠していま

せん。

スナップショットイベント
ScheduledSnapshotRPReachedMaxLimitEvent
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Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る
vCenter

クラスタ

の状態

説明

スケジュー

ルされたス

ナップ

ショットの

保持ポリ

シーを調整

するか、

ユーザが作

成したス

ナップ

ショットを

削除しま

す。

イベント

およびア

ラーム

VMリソースプールのス
ケジュール済みスナップ

ショットが失敗しまし

た。

仮想マシンでサポートさ

れているスナップショッ

トの最大数に達したた

め、スケジュールされた

スナップショットに失敗

しました。

ScheduledSnapshotVMFolderReachedMaxLimitEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る
vCenter

クラスタ

の状態

説明

スケジュール

済みスナップ

ショットの保

持ポリシーを

調整するか、

ユーザが作成

したスナップ

ショットを削

除します。

イベント

およびア

ラーム

VMフォルダスケジュー
ル済みスナップショット

が失敗しました。

仮想マシンでサポートさ

れているスナップショッ

トの最大数に達したた

め、スケジュール済みス

ナップショットが失敗し

ました。

ScheduledSnapshotVMReachedMaxLimitEvent
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Action報告さ

れるSCH
報告さ

れる
ASUP

報告され

るHXDPプ
ラグイン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

スケジュー

ルされたス

ナップ

ショットの

保持ポリ

シーを調整

するか、

ユーザが作

成したス

ナップ

ショットを

削除しま

す。

イベント

およびア

ラーム

VMスケジュール済みス
ナップショットが失敗し

ました。

仮想マシンでサポートさ

れているスナップショッ

トの最大数に達したた

め、スケジュールされた

スナップショットに失敗

しました。

スペース使用率のイベント
このセクションでは、ストレージクラスタで使用される領域に関連して表示されるメッセージ

について説明します。

ストレージクラスタにノードを追加した場合、HXData Platformプラグインはストレージクラ
スタキャパシティをすぐに反映しません。

（注）

SpaceAlertEvent
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Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

ストレージを追加また

はファイルを削除しま

す。

使用されているスト

レージ容量を警告しき

い値未満になるまで削

減し続けます。

対応対応イベントイベン

トおよ

びア

ラーム

Onlineスペース容量の使用率は

エラーレベルのままで

す。このアラートは、ス

トレージ容量が削減され

た後で発行されますが、

まだ警告しきい値を上

回っています。

クラスタストレージ全体

の使用済み容量が正常と

されるしきい値を超えて

います。

ストレージクラスタはオ

ンラインで、書き込み操

作を実行できます。

[HXサマリヘルス（HX
SummaryHealth）]バー：
オレンジ色

SpaceCriticalEvent

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
54

HX Data Platformのイベント

スペース使用率のイベント



Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

ストレージを追加また

はファイルを削除しま

す。

使用されているスト

レージ容量を警告しき

い値未満に削減しま

す。

システムのワークロー

ドに基づいて、削除時

点から数時間内に行わ

れたファイル削除の後

に解放された領域を再

利用します。

ストレージコントロー

ラ VMは、システムが
動作可能（読み取り専

用の状態から移行）に

なるまで領域のモニタ

と再利用を実行しま

す。

対応対応イベントイベン

トおよ

びア

ラーム

ReadOnlyスペース容量の使用率は

エラーレベルです。

クラスタストレージがフ

ルでありオフラインで

す。

お使いのシステムは、割

り当てられている容量の

機能可能容量を超えてい

ます。

ストレージクラスタが読

み取り専用モードに移行

します。この場合、いか

なる書込み操作もできま

せん。

これは [Critical]しきい値
です。システムはvCenter
で [Critical]アラームをト
リガーします。

[HX Summary Health]
バー：赤色

SpaceRecoveredEvent

Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

なし。○イベントOnline使用されているキャパシ

ティは警告のしきい値を

下回っています。使用量

は正常化しました。

[HX Summary Health]
バー：青色

SpaceWarningEvent
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Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

ストレージを追加また

はファイルを削除しま

す。

使用されているスト

レージ容量がこの警告

しきい値未満に削減さ

れるまで、ストレージ

クラスタ操作を続けな

いでください。

対応対応イベントアラー

ム

Onlineスペース容量の使用率は

エラーレベルです。これ

はクリティカルな状態に

近づいていることを警告

する第 1段階です。

クラスタストレージ全体

の使用済み容量が正常と

されるしきい値を超えて

います。

これは [Warning]のしきい
値です。システムは

vCenterで [Error]アラーム
をトリガーします。

ストレージクラスタは書

き込み操作を実行できま

す。

[HX Summary Health]
バー：黄色

VirtualSpaceWarnEvent

Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

Yesイベン

トおよ

びア

ラーム

クラスタ仮想使用率が [警
告（Warning）]しきい値
を上回っています。

VirtualSpaceWarnClearEvent
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Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラス

タの状

態

Trigger

対応イベン

ト

クラスタ仮想スペース使

用率が標準に戻りまし

た。

ストレージイベント
StorageApdTimeoutEvent

Action報告され

る SCH
報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

る vCenter
クラスタ

の状態

説明

対応対応ESXサーバで APD
状態になり、定義さ

れている秒数内にこ

の状態が終了しな

かった。

イベントのアップグレード
ClusterUpgradeCompletedEvent

Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラスタ

の状態

Trigger

○イベン

ト

Onlineストレージクラスタは正

常にアップグレードされ

ました。

ClusterUpgradeFailedEvent

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
57

HX Data Platformのイベント

ストレージイベント



Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラスタ

の状態

Trigger

TACを参照して
ください。

○イベン

ト

Offlineストレージクラスタの 1
つ以上のノードがアップ

グレードに失敗しまし

た。

ClusterUpgradeStartedEvent

Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラスタ

の状態

Trigger

○イベン

ト

Online<Version>バージョンへの
クラスタのアップグレー

ドが開始しました。

NodeUpgradeCompletedEvent

Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラスタ

の状態

Trigger

○イベン

ト

Onlinenode_IDの<version>バー
ジョンへのノードのアッ

プグレードが正常に完了

しました。

node_IDは、メッセージ内
で表示されるノードの ID
です。

NodeUpgradeFailedEvent
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Action報告さ

れる
SCH

報告さ

れる
ASUP

報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告さ

れる
vCenter

クラスタ

の状態

Trigger

TACを参照して
ください。

Yesイベン

トおよ

びア

ラーム

Degradednode_IDのノードのアップ
グレードに失敗しまし

た。

node_IDは、メッセージ内
で表示されるノードの ID
です。

NodeUpgradeStartedEvent

Action報告される
SCH

報告され

る ASUP
報告され

る HXDP
プラグイ

ン

報告され

るvCenter
クラスタの状

態

説明

対応イベントDegraded<Version>バー
ジョンへのノード

のアップグレード

が開始しました。
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第 5 章

トラブルシューティング項目

•問題のインストールおよびアップグレード（61ページ）
•ホストの問題（74ページ）
•ディスクの問題（78ページ）
• VMの問題（80ページ）
•データストアの問題（86ページ）
• ReadyClone、スナップショット、レプリケーションの問題（90ページ）
•クラスタの問題（94ページ）
•インターフェイスの問題（99ページ）

問題のインストールおよびアップグレード

IPアドレスを展開するページに重複したサーバが表示される
Description

HX Data Platformの展開中に、IPアドレスページには同じサーバーが 2回表示されます。

アクション:ペアから1つだけを選択します

これは、UCS Managerの設定をスキップし、HX Data Platformが UCS Managerとインポートし
た JSONファイルの両方を参照する場合に発生する可能性があります。IPアドレスの各ペアの
1つのみを選択します。

FIを手動で再起動するとインストールが失敗する
Description

展開中に FIを手動で再起動すると、インストールが失敗します。

アクション:次を再起動する HX Data Platformインストーラ

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ VMを再起動します。
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ステップ 2 展開を再開します。

UCS Managerだけをアップグレード中に、コントローラ VMの電源が
オンにならないことがある

Description

UCSManagerのみのアップグレード中に、ノードのメンテナンスモードが終了した後で、コン
トローラ VMの電源がオンにならないことがあります。

アクション：vCenterで EAMサービスを再起動する

VMware vCenter EAMサービスは、コントローラ VMで自動的に電源オンになりません。コン
トローラ VMは EAMリソースプールの外部にあります。

HyperFlexリリース 4.0 (1a)以降で新しく導入された HXクラスタは、HyperFlexストレージコ
ントローラ VMの vSphere ESX Agent Manager (EAM)を利用できなくなりました。HX 4.0(1a)
より前に構築されたHXクラスタは引き続きEAMを使用します。そのクラスタが新しいvCenter
に移行された場合、EAM連携は設定されません。アップグレードされたクラスタのEAM依存
関係を削除する方法の詳細については、『HX 4.0および vCenter EAM変更の転送』を参照し
てください。

（注）

• vCenterで EAMサービスを再起動するには、/etc/init.d/vmware-eam restartを実行しま

す。

EAMによりすべての EAMエージェント VMが再スキャンされ、これらの VMで発生し
ていたすべての問題（コントローラ VMの電源オンの問題を含む）が解決します。

展開またはアップグレードが「「NoneType」オブジェクトに「scsiLun」
属性がありません（'NoneType' object has no attribute 'scsiLun'）」とい
うエラーで失敗する

説明

展開またはアップグレードが「「NoneType」オブジェクトに「scsiLun」属性がありません（'NoneType'

object has no attribute 'scsiLun'）」というエラーで失敗します。

アクション：切断してから再接続する

これは、VMwareの問題です。vCenterからホストとの接続を切断してから、ホストを再接続し
ます。
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クラスタからノードを削除しないでください。これは接続の切断のみです。重要

アップグレードでメンテナンスモードに切り替わらない

説明

ノードがメンテナンスモードに切り替わらなかったためにアップグレードが失敗します。

アクション：vmware-vpxdサービスを再起動する

その他のすべての検証が正常に完了した場合、これは VMwareの問題（VMware VPXDのク
ラッシュ）の可能性があります。

ステップ 1 VPXDが再起動していることを確認し、再起動していない場合はESXコマンドラインから手動で再起動し
ます。

# service vmware-vpxd status

# service vmware-vpxd start

ステップ 2 アップグレードを再試行します。

メンテナンスモードに正常に切り替わるはずです。

アップグレードが vMotion互換性検証で失敗する
説明

再試行したアップグレードが、vMotion互換性検証で失敗します。

アクション：ホストからストレージシステムを再スキャンする

これは vCenterと ESXiの間の同期の問題が原因で発生します。

vCenterクライアントを使用して ESXホストでストレージシステムを再スキャンします。

次の URLで VMwareの記事『Perform Storage Rescan in the vSphere Client』を参照してくださ
い：

https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-FA49E8EF-A3DC-46B8-AA5B-051C80762642.html

VM電源オン時のエラーのアップグレード：「互換性のあるホストが
見つかりませんでした

説明

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
63

トラブルシューティング項目

アップグレードでメンテナンスモードに切り替わらない

https://docs.vmware.com/en/VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.hostclient.doc/GUID-FA49E8EF-A3DC-46B8-AA5B-051C80762642.html


アップグレードの試行時に、「互換性のあるホストが見つかりませんでした（No compatible
host was found）」エラーが発生し、VMの電源がオンになりません。

アクション：VMの電源を手動でオンにする

ステップ 1 ESXコマンドラインから VMの電源をオンにします。

ステップ 2 コントローラ VMコマンドラインを使用して次のコマンドを実行します。

# stcli cleaner start

アップグレード時に 2つのノードで障害が発生すると、コントローラ
VMの電源オンが失敗する

説明

アップグレード中に 2つのノードで障害が発生すると、コントローラVMの電源がオンではな
いためにアップグレードが失敗します。

アクション：EAMサービスを再起動する

ステップ 1 vCenter EAMサービスを再起動します。

ESXコマンドラインから次のコマンドを実行します。

# /etc/init.d/vmware-eam restart

ステップ 2 アップグレードを実行します。

6.5より前の vCenterのアップグレードで、一部のコントローラ VMが
グループ化される

Description

6.5よりも古いバージョンの vCenterを使用して HX Data Platformをアップグレードした後に、
「ESXエージェント（ESX Agent）」というラベルが付いたリソースプールに一部のコント
ローラ VMがリストされます。

アクション：必要なし

特に対処の必要はありません。機能への影響はありません。コントローラVMなどすべての仮
想マシンはEAM登録済みであり、HXClusterに維持されます。すべてのHXClusterの操作は期
待どおりに動作します。
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グループ操作を実行する必要がある場合は、vCenterインターフェイスからコントローラ VM
を ESXエージェントリソースプールにドラッグアンドドロップします。

vCenterの問題によりノードがアップグレードに失敗する
Description

オンラインアップグレード中に、vCenterデーモンがノード上でクラッシュすることがありま
す。クラッシュした場合は、ノードで HXメンテナンスモードを開始できません。HXメンテ
ナンスモードが開始されないと、ノードでアップグレードを完了できません。vCenterが正常
に機能している他のすべてのノードでは、アップグレードが完了します。

アクション：影響を受けたノードでアップグレードを実行し直してください。

ステップ 1 vCenterの問題を修正します。

ステップ 2 クラスタ内の任意のノードからアップグレードを再開します。

HXDataPlatformは、すでにアップグレードしているノードをスキップし、先に進んでアップグレードでき
ていないノードのアップグレードを完了します。

HX Data Platformインストーラが別の vCenterによって管理されている
ホストを表示する

Description

HX Data Platformインストーラが、別の vCenterで管理されているホストを表示します。

ホストを vCenterから削除すると、通常はそのホストのサマリー情報から managementServerIP
が削除されます。

ホストの削除時にホストのサービスが実行されていなかった場合、vCenterはホストが削除さ
れた後もそのホストを表示し続けます。

アクション：vCenterを再起動する

vCenterを再起動すると、問題のホストは vCenterで表示されなくなるはずです。

HX Data Platformと UCS Manager間で異なる構成の設定
Description

ストレージクラスタのインストール、アップグレード、拡張プロセス実行時に、HX Data
Platformインストーラは入力された構成の設定とUCSManager内の設定を確認します。たとえ
ば次のシナリオで、不一致が生じる場合があります。

•検証や設定を適用できるようになるまでに、以前関連付けられていなかったサーバがそう
ではなくなることがあります。これらのサーバは関連付けを解除する必要があります。
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• HX Data Platformストレージクラスタに以前関連付けられていたサーバを使用していま
す。これらのサーバは関連付けを解除する必要があります。

•既存のストレージクラスタの設定情報を手動で入力すると、エラーが生じやすくなりま
す。VLAN IDや LAN設定などの情報は、UCS Managerに表示される情報と一致している
必要があります。以前保存した設定ファイルを使用して設定をインポートしてください。

アクション：既存の設定をインポートする

ストレージクラスタのインストール、アップグレード、拡張を完了すると、設定を保存するオ

プションが利用できるようになります。このオプションを使ってクラスタの設定情報を保存

し、ストレージクラスタに変更を加える必要が生じたときは、ファイルに保存されている構成

の詳細情報をインポートします。

アクション：サーバの関連付けを解除する

UCSManagerを使ってサーバの関連付けを解除する手順については、『CiscoHyperFlexSystems
Getting Started Guide』を参照してください。簡単に手順を説明すると以下のようになります。

ステップ 1 UCS Managerで、[Associated]タブ > [node] > [Actions] > [Disassociate Server]の順に選択します。

ステップ 2 ノードの関連付けが解除されていることを確認し、[Unassociated]タブ > [node] > [Assoc State]の順に選択
します。[removing]の場合は移行状態です。

ステップ 3 ノードが関連付けの解除を完了していることを確認します。[AssocState]が [none]になるまで待機します。
[Assoc State]、[removing]のノードは選択しないでください。

FQDNによる DNSエラーでクラスタの作成に失敗する
Description

ストレージクラスタのオブジェクトを識別するために完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定す
ると、クラスタの作成が失敗することがあります。通常は、指定したドメインネームサービ

ス（DNS）サーバが利用できないために起こります。

これは、ドメイン名または IPアドレスで識別する HX Data Platformインストーラオブジェク
トとして入力されるすべてのドメイン名オブジェクトに当てはまります。これには、vCenter
Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ管理またはデータ
ネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、または SSOサーバがあ
ります。

アクション: DNSサーバを確認する

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ VMのコマンドラインにログインします。たとえば、sshを使用します。

ステップ 2 指定された DNサーバが動作することを確認します。

a) DNSサーバの IPアドレスを確認します。

# nslookup <dns_server>
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b) ストレージクラスタで使用するように設定されているすべての DNSサーバについて繰り返します。

ステップ 3 クラスタの作成に必要な各オブジェクトが、指定されたDNSサーバから解決できることを確認します。こ
れらのオブジェクトは、JSONファイルまたは HX DPインストーラ GUIフィールドを通じて指定されま
す。

a) クラスタオブジェクトの IPアドレスを特定します。

# nslookup <object> <dns_server>

<object>は、クラスタの設定で HX Data Platformインストーラに指定する可能性があるすべてのオブ
ジェクト、つまり、vCenter Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ
管理またはデータネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、SSOサーバ
などの FQDNまたは IPアドレスです。

b) クラスタの設定オブジェクトごとに繰り返します。

ステップ 4 手順 2または手順 3のいずれかが確認できない場合、HX Data Platform Installer GUIでは完全修飾ドメイン
名（FQDN）ではなく、IPアドレスのみを使用します。

オフラインアップグレードでのクラスタ起動コマンドエラー：ノー

ドを利用できません（Node Not Available）
Description

オフラインアップグレード後、VMware EAMの問題により、一部のコントローラ VMが再起
動しないことがあります。stcli start clusterコマンドが「Node not available」というエ

ラーを返します。

アクション：コントローラ VMの電源を手動でオンにして、ストレージクラスタを起動して
ください。

ステップ 1 コントローラ VMの電源を手動でオンにします。

a) vSphere Webクライアントにログインします。
b) 電源がオンになっていないコントローラ VMを見つけ出します。

ナビゲータで [vCenter Inventory Lists] > [Virtual Machines] > [vm]を選択します。

ストレージコントローラ VMの名前には、stCtlVMというプレフィックスが付きます。

c) 右クリックするか、または [Actions]メニューから、[Power] > [Power On]を選択します。
d) すべてのストレージコントローラ VMの電源がオンになるまで、この手順を繰り返します。

ステップ 2 ストレージクラスタを再起動します。

a) 任意のコントローラ VMのコマンドラインにログインします。
b) コマンドを実行します。
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# stcli クラスタ開始

HXプラグインの導入後に vSphere Replicationプラグインが失敗する
Description

このエラーは、HXData Platformプラグインをインストールした後に vSphere Replicationプラグ
インをインストールすると発生します。最初に vSphere Replicationプラグインをインストール
してから、HX Data Platformプラグインをインストールすることを推奨します。

アクション：HX Data Platformプラグインの登録を解除する

このタスクでは、HX拡張機能を vCenter Managed Obejct Browser（MOB）から削除します。

始める前に

1. vSphere Replicationプラグインを vCenter MOBから削除します。

2. vSphere Replication仮想マシンを vCenterインベントリから削除します。

3. HX vCenterクラスタを vCenterデータセンターから削除します。

ステップ 1 まだの場合、vSphere ESX Agent Manager SDKをダウンロードします。

ステップ 2 VCenterから HyperFlexクラスタオブジェクトを削除します。

ステップ 3 vCenterサーバMOB拡張マネージャにログインします。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/moid=ExtensionManager&doPath=extensionList

b) ログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 4 vCenter Server MOB拡張マネージャで、MOBと、削除したクラスタに関連付けられている拡張機能を表示
します。

a) rootFolderを見つけて (Datacenters)リンクをクリックします。

[Data Object Type: ServiceContent]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリン
クをクリックします。

b) childEntityを見つけて (datacenter_name)リンクをクリックします。

[Managed Object Type: ManagedObjectReference:Folder]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列
に示されているリンクをクリックします。

c) hostFolderを見つけて (host)リンクをクリックします。

[ManagedObject Type:ManagedObjectReference:Datacenter]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]
列に示されているリンクをクリックします。
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d) childEntityを見つけて、(datacenter_name)に対応する値をメモします。この値は、登録解除するク

ラスタのドメイン IDです。

[Managed Object Type: ManagedObjectReference:Folder]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列
に示されているリンクをクリックします。

ステップ 5 [ExtensionManager]ページで、拡張機能を登録解除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/moid=ExtensionManager&method=unregisterExtension

b) 拡張キーの値または (datacenter_name_link)を入力し、[Invoke Method]をクリックします。

ステップ 6 削除したクラスタが、vCenterが HX Data Platformプラグインと通信するために使用していた CIPである場
合、vsphere-clientサービスを再起動します。

a) vCenter Server MOB拡張マネージャで、MOBと、削除したクラスタに関連付けられている拡張機能を
表示します。

b) extensionManagerを見つけて ExtensionManagerリンクをクリックします。

[Data Object Type: ServiceContent]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリン
クをクリックします。

c) extensionLIst["com.springpath.sysmgmt"]リンクを見つけます。

[ManagedObject Type:ManagedObjectReference:ExtensionManager]ページで [Value]列をスクロールして、
この列に示されているリンクをクリックします。完全なリストを表示する必要がある場合は、(more...)

をクリックします。

d) serverを見つけて serverリンクをクリックします。

[Data Object Type: Extension]ページで [Name]列をスクロールして、[Value]列に示されているリンクを
クリックします。

e) /plugins/stGui-1.0.zipで終わる URLを見つけます。これは HX Data Platformプラグインに使用され
る CIPです（例："https://cs002-cip-m.eng.storvisor.com/plugins/stGui-1.0.zip"）。

[Data Object Type: ExtensionServerInfo[]]ページで明細リストをスクロールして、[Name: url]、[Type:
string]で [Value]が /plugins/stGui-1.0.zipのものを見つけます。

ステップ 7 前のステップで見つけたCIPが、vCenterから削除したクラスタに関連付けられている場合、拡張機能をク
リーンアップする必要があります。

a) sshを使用して vCenterにログインします。
b) HXData Platformプラグイン拡張機能フォルダをクリーンアップします。バージョンは古いものの、ま
だ互換性のあるHXDataPlatformプラグインを別のクラスタが実行している場合は、この作業が必要で
す。

c) vSphereサービスを再起動します。コマンドを実行します。

# service vsphere-client restart

ステップ 8 すべてのセッションからログアウトし、再度ログインします。

Cisco HyperFlexシステム 4.0トラブルシューティングリファレンスガイド
69

トラブルシューティング項目

HXプラグインの導入後に vSphere Replicationプラグインが失敗する



次のタスク

1. データセンタークラスタを再作成します。ホストを一度に 1つずつ HX vCenterクラスタ
に追加します。

2. データストアから vSphere Replication仮想マシンを再登録します。

3. vSphere ReplicationアプリケーションのWebフロントエンドで、vSphere Replicationプラグ
インを再作成します。再作成した vSphere Replicationプラグインが vCenter内で使用可能で
あることを確認します。

4. HXData PlatformインストーラからHXData Platformプラグインを再インストールし、スト
レージクラスタを再作成します。

アップグレードは失敗するが、すべてのノードが最新であると報告さ

れる
Description

この問題は、vCenterから送信されるRemoteExceptionによるものです。この例外の原因として
最も可能性が高いのは、HXストレージクラスタと vCenter間のネットワーク接続が断続的に
途切れることにあります。

アクション：アップグレードを再試行します

オンラインアップグレードの再開が失敗する
Description

まれに、アップグレードが失敗した HXストレージクラスタでオンラインアップグレードを
再開しようとすると、アップグレードが再び失敗することがあります。ただし、HXクラスタ
は障害状態から回復して、正常な状態になっています。

アクション：もう一度アップグレードを再試行する

CLIを使用してアップグレードを再試行する場合は、stcli cluster upgradeコマンドで -fま

たは --forceオプションを使用します。あるいは、HXDataPlatformプラグインを使用してアッ
プグレードを再試行してください。

Cisco UCSのアップグレード中にコントローラVMの電源がオンになら
ない

Description

vSphereがメンテナンスモードを終了した際、サーバ上の VMの電源がオンにならないことが
あります。電源がオンにならない可能性がある VMには、ストレージコントローラ VMも含
まれます。
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アクション：コントローラ VMを手動で再起動する

これは、VMwareの既知の問題です。詳細については、VMware KBの記事「Auto-Start Is Not
Run When Manually Restarting a Host in Maintenance Mode」を参照してください。

サポートされていないボードを搭載したサーバストレージコントロー

ラからのファームウェアのアップグレードが失敗する
Description

UCSファームウェアのアップグレードが失敗しました。考えられる理由は、サポートされてい
ないボードが HXサーバで使用されていることです。

アクション：ボードをデコミッションしてから再コミッションする。

ステップ 1 参照されているボードをデコミッションしてから再コミッションします。

ステップ 2 サーバが正常であることを確認します。

ステップ 3 ファームウェアのアップグレードを再試行します。

ステップ 4 これで問題が解決しない場合は、Cisco TACに連絡してサポートを求めてください。

vCenterの問題によりノードがアップグレードに失敗する
Description

オンラインアップグレード中に、vCenterデーモンがノード上でクラッシュすることがありま
す。クラッシュした場合は、ノードで HXメンテナンスモードを開始できません。HXメンテ
ナンスモードが開始されないと、ノードでアップグレードを完了できません。vCenterが正常
に機能している他のすべてのノードでは、アップグレードが完了します。

アクション：影響を受けたノードでアップグレードを実行し直してください。

ステップ 1 vCenterの問題を修正します。

ステップ 2 クラスタ内の任意のノードからアップグレードを再開します。

HXDataPlatformは、すでにアップグレードしているノードをスキップし、先に進んでアップグレードでき
ていないノードのアップグレードを完了します。

ノードが正常な状態に戻るのを待機してアップグレードが停止する
Description
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LSIのバージョンがバージョン 9よりも古い場合、ノードでのアップグレード時にディスクが
見つからないことがあります。ノードが正常でない場合、アップグレードを続行できません。

LSIバージョン 9は、UCSファームウェアバージョン 2.2(6f)と 2.2(7c)に関連付けられていま
す。

アクション：ノードを手動で再起動する

ステップ 1 コントローラ VMコマンドラインにログインします。たとえば sshを使用します。

ステップ 2 ディスクが表示されていることを確認します。lsscsiコマンドを実行します。

# lsscsi

[2:0:0:0] disk ATA INTEL SSDSC2BB12 CS01 /dev/sdb
[2:0:1:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdc
[2:0:2:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdd
[2:0:3:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sde
[2:0:4:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdf
[2:0:5:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdg
[2:0:6:0] disk SEAGATE ST1200MM0088 N003 /dev/sdh
[2:0:7:0] disk ATA INTEL SSDSC2BX48 CS01 /dev/sdi
[3:0:0:0] disk VMware Virtual disk 1.0 /dev/sda

ステップ 3 ノードを手動で再起動します。

クラスタの拡張エラー：クラスタが見つからない

説明

HX Data Platformのクラスタ拡張ウィザードで、HXストレージクラスタが見つかりませんで
した。

アクション：クラスタの IPアドレスを手動で入力する

クラスタ拡張ウィザードの [Management IP Address]フィールドに、手動でHXストレージクラ
スタ管理 IPアドレスを入力します。

クラスタ IPアドレスを見つけるには、次のようにします。

ステップ 1 vSphere Webクライアントから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco HX Data
Platform]を選択します。

ステップ 2 ストレージクラスタ名をクリックして選択します。パネルの最上部にある [Action Menu]から、[Summary]
を選択します。

ステップ 3 表示された概要から、クラスタ管理 IPアドレスを見つけます。
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DNSサーバが見つからないためにクラスタの拡張が失敗する
Description

ストレージクラスタの拡張では、新しいノードを FQDNではなく、IPアドレスを使用して指
定する場合でも、DNSサーバが必要です。HX Data Platformインストーラは、クラスタの作成
中に指定されたすべての DNSサーバをチェックします。

•以前指定された DNSサーバのいずれかが到達不可能な場合、クラスタの拡張は失敗しま
す。

• HXData Platformのインストール時にDNSサーバを指定しなかった場合、クラスタの拡張
は失敗します。

これらの条件のいずれかが当てはまる場合は、是正措置を実行します。

アクション：正しい DNSサーバを特定して指定する

ステップ 1 任意の HXコントローラ VMのコマンドラインにログインします。たとえば、sshを使用します。

ステップ 2 ストレージクラスタに設定されている DNSサーバを特定します。

# stcli services dns show

サンプル応答

10.64.1.8

10.64.1.9

DNSのアドレスが表示されない場合は、手順 4に進みます。

ステップ 3 ストレージクラスタで利用できなくなっているすべての DNSサーバを削除します。

# stcli services dns remove --dns <dns_server>

ステップ 4 ストレージクラスタに新しい DNSサーバを追加します。

ストレージクラスタを作成したときに DNSサーバを指定しなかった場合は、疑似 DNSサーバを追加しま
す。

# stcli services dns add --dns <dns_server>

ステップ 5 クラスタの作成に必要な各オブジェクトが、指定されたDNSサーバから解決できることを確認します。こ
れらのオブジェクトは、JSONファイルまたは HX DPインストーラ GUIフィールドを通じて指定されま
す。

a) クラスタオブジェクトの IPアドレスを特定します。

# nslookup <object> <dns_server>

<object>は、クラスタの設定で HX Data Platformインストーラに指定する可能性があるすべてのオブ
ジェクト、つまり、vCenter Server、ESXサーバ、コントローラ VMのアドレス、ストレージクラスタ
管理またはデータネットワークのアドレス、DNSサーバ、NTPサーバ、メールサーバ、SSOサーバ
などの FQDNまたは IPアドレスです。
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b) クラスタの設定オブジェクトごとに繰り返します。
c) オブジェクトが解決に失敗する場合は、DNSサーバファイルにエントリを追加します。

ステップ 6 指定された DNサーバが動作することを確認します。

a) DNSサーバの IPアドレスを確認します。

# nslookup <dns_server>

b) ストレージクラスタで使用するように設定されているすべての DNSサーバについて繰り返します。

ステップ 7 手順 5と手順 6を繰り返し、追加されたすべての DNSサーバが有効で、すべての HXDPオブジェクトが
各 DNSサーバを通じて解決できることを確認します。

ステップ 8 HX Data Platformインストーラに戻り、ストレージクラスタの拡張を続行します。

古い HXインストーラによりクラスタの拡張が失敗する
Description

拡張のために追加したクラスタノードが間違ったクラスタに追加されます。これは、複数のク

ラスタの作成で同じ HX Data Platformインストーラを使用し、その後、その同じ HX DPイン
ストーラを使用してそれらクラスタの1つを拡張する場合に起こります。HXDPインストーラ
は、デフォルトでは最新のクラスタにノードを追加します。

アクション： HX Data Platformインストーラ OVAを再展開する

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ OVAを再展開します。

ステップ 2 新しい HX Data Platformインストーラを使用してクラスタを拡張します。

ホストの問題

手動による ESXインストール後の statsdの再起動
Description

手動でHXData PlatformサーバにESXを再インストールした後、パフォーマンス統計情報が正
しく表示されるように、stats daemonをリセットします。

アクション：stats daemonの再起動

ステップ 1 ESXホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。

# /etc/init.d/statsd restart
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ステップ 3 ストレージクラスタのすべての ESXホストのコントローラ VMでステップ 1およびステップ 2を繰り返
します。

services.sh restart実行時の scvmclient管理サービスの再起動
説明

services.sh restartを実行すると、scvmclient管理サービスが再起動する。

このコマンドを実行すると、特定のホストから HXデータストアが接続解除されます。注意

1. ノードをメンテナンスモードにします。

2. ESXコマンドラインにログインします。

3. サービスを再起動します。

# services.sh restart

4. ESXホストデーモン、vCenterエージェントサービス、およびコントローラVMを再起動
します。

# /etc/init.d/hostd restart

# /etc/init.d/vpxa restart

ESXサーバの再起動によるアップグレードの終了とメンテナンスモー
ドの開始

説明

アップグレード中の ESXサーバの電源リセットにより、アップグレードが終了し、サーバで
メンテナンスモードが開始されます。

アクション：メンテナンスモードの手動での終了

手動でサーバのメンテナンスモードを終了します。アップグレードが続行します。

EAMがコンピューティングノードで起動しない
説明

EAMがコンピューティングノードで自動的に再起動しませんでした。

アクション：EAMを手動で再起動する
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ノードがダウンした場合、ノードの削除に失敗する

説明

3つのノードだけが稼働している場合にはノードを削除することはできません。

アクション：はじめに交換ノードを追加する

3ノードクラスタ内のノードを交換する場合は、TACによるサポートが必要です。ノードで障
害が発生しているためにクラスタのノード数が 3になった場合、ノードを交換するには TAC
によるサポートが必要です。

HAが有効になっている ESXホストの再起動
説明

システムがアクセスできないストレージクラスタのホストの HAを有効にした場合、ESXホ
ストを再起動すると、ストレージコントローラ VMの電源がオフになります。

これは、VMwareの HA障害の処理方法と ESX Agent Manager（EAM）設定間の相互作用によ
るものです。これにより、ストレージコントローラ VMが、復元後に電源オンにならない現
象が生じる可能性があります。

アクション：HAが有効になっている ESXホスト上でストレージコントローラ VMの電源を
オンにする

ステップ 1 最初に障害が発生したホスト上で HAを再設定します。

ステップ 2 ストレージコントローラ VMを手動で電源オンにします。

クラスタへの別ノード同時追加時のノード障害

説明

既存のストレージクラスタにノードを追加する場合、ストレージクラスタは、再調整が完了

するまで元のストレージクラスタと同じ HA復元力を持ち続けます。

たとえば、3ノードのストレージクラスタがあり、2つのコンバージドノードをストレージク
ラスタに追加する場合などです。再調整が完了するまで、ストレージクラスタは、5ノードの
ストレージクラスタではなく、3ノードのストレージクラスタとして動作します。したがっ
て、バランスの再調整が完了する前にノードで障害が発生すると、ストレージクラスタのス

テータスは低下します。
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再調整は通常、次のような状況で発生します。

• 24時間の再調整スケジュールごとに行われ、ノードに障害が発生した場合の2時間後、ま
たはストレージクラスタの領域が不足している場合にも行われます。

• 1つのディスクの使用率が 50 %を超えた場合またはディスククラスタの集約使用率が 50
%未満の場合。

（注）

アクション：ストレージクラスタの再調整を手動で開始する

ステップ 1 ストレージコントローラ VMのコマンドラインから次のコマンドを実行します。
# stcli rebalance start --force

ステップ 2 再調整ステータスをモニタするには、次のコマンドを使用します。
# stcli rebalance status

vNICまたは vHBAの変更後の PCIパススルーの設定
Description

vNICまたは vHBAを手動で Cisco HyperFlex (HX)サービスプロファイルまたはサービスプロ
ファイルテンプレートに追加すると、PCIデバイスが再列挙され、VMware directpath I/O設定
が失われます。サービスプロファイルを変更すると、ホストハードウェアが更新されるため、

PCIパススルーを再設定する必要があります。サービスプロファイルを変更した ESXホスト
ごとに次の手順を実行します。

変更した ESXホストのストレージコントローラ VMで次の手順を実行します。

アクション：ESXホスト上で vSphereサービスプロファイルを更新する

ステップ 1 ESXホストを HXメンテナンスモードにします。

ステップ 2 サービスプロファイルで変更（ハードウェアの追加など）を行うか、変更を確認します。

ステップ 3 ESXホストをリブートします。

このホストのダイレクトパス設定が失われます。

ステップ 4 vCenterにログインして、[DirectPath I/O Configuration]ページを選択します。

vCenterクライアントで、[ESX host] > [Configuration]タブ > [Hardware]ペイン > [Advanced Settings] >
[Edit]の順に選択します。

vCenterWebクライアントの [vCenter Inventory]で、[Resources] > [Hosts] > [ESX host] > [Manage] > [Settings] >
[Hardware] > [PCI Devices] > [Edit]の順に選択します。
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ステップ 5 パススルー用の LSIカードを選択します。

a) [DirectPath I/O Configuration]ページから、[Configure Passthrough]を選択します。
b) [Mark devices for passthrough]リストから、パススルー用の LSIカードを選択します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ESXホストをリブートします。

ステップ 7 HXストレージコントローラ VM（StCtlVM）の設定を編集して、PCIデバイスを HXストレージコント
ローラ VMに再マップします。

a) 不明な PCIデバイスを見つけて削除します。

vCenterクライアントで、[HX storage controller VM]を右クリックして [Edit Settings] > [PCI device 0] >
[Remove] > [OK]の順に選択します。

vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [Remove PCI
device 0] > [OK]の順に選択します。

b) LSIロジック PCIデバイスを見つけて追加し直します。

vCenterクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings]> [Add] > [PCIDevice]>
[LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。

vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [PCI Device] >
[Add] > [LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。

ステップ 8 HXメンテナンスモードから ESXホストを削除します。

ホストが再びアクティブになると、HXストレージコントローラ VMが正常にブートして、ストレージク
ラスタに再参加します。

ディスクの問題

3ノードのストレージクラスタ上で、すべてまたは大半のディスクに
障害が発生すると、データの割り当てができない

説明

ノード上のすべてのハードディスクに障害が発生すると、HX Data Platformはノードにデータ
を割り当てることができません。3ノードのストレージクラスタでこの問題が発生した場合、
HX Data Platformは、データの整合性を維持する上で最低限必要な 3つのデータのコピーを維
持することができません。その結果、仮想的な ENOSPC状態となります。

ノード上で複数のハードディスクに障害が発生し続けた場合、ストレージクラスタはノード

への書き込みを行おうとし、ディスク上の残りの領域を使用することから、不安定な状態とな

ります。たとえば、3つのノードすべてに 10台の HDDがあり、3番目のノード上で 9台の
HDDに障害が発生した場合、不安定な状況が生じた結果、3番目のノード上のディスクでは、
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クラスタのサイズが実際のサイズの 10 %に制限されます。これは、物理的な ENOSPC状態で
す。また、オールパスダウン（APD）状態を引き起こす可能性もあります。

アクション：ストレージクラスタ内のすべてのノード上で、ストレージを物理的に調整しま

す。

ステップ 1 破損したディスクを問題のないディスクと交換します。

ステップ 2 ストレージクラスタに別のノードを追加します。

ステップ 3 確実に整合性がとれるように、ノードのストレージキャパシティを調整します。

ステップ 4 ストレージクラスタが自動的に回復しない場合は、ストレージクラスタを再起動する必要があります。

a) クラスタ内のいずれかのノード上で、ストレージコントローラVMのコマンドラインにログインしま
す。

b) ストレージクラスタをシャットダウンします。

stcli cluster shutdown

c) ストレージクラスタを再起動します。

stcli cluster start

ディスクを削除するとストレージコントローラ VMの再起動に失敗す
る

説明

ディスクを削除して、自動再スキャンが完了する前にストレージコントローラ VMを再起動
した場合、ストレージコントローラ VMの電源がオンにならない場合があります。

アクション：ディスクの削除後にストレージコントローラ VMの電源をオンにする

ステップ 1 ストレージコントローラ VMの電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 2 スクリプトを実行します。

/opt/springpath/support/rescanLuns.sh

ステップ 3 ストレージコントローラ VMの電源をオンにします。

ストレージコントローラVM上で障害が発生したSSDホスティングを
復旧させる

説明
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ストレージコントローラ VMをホストする SSDに障害が発生した場合、SSDを復旧させる必
要があります。

アクション：障害が発生した SSDを復旧させる

ステップ 1 障害が発生した SSDを搭載したホストのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 SSDのステータスが [dead timeout]になっていることを確認します。

esxcli storage core device list -d SSD_ID | grep 'Status:'

Status: dead timeout

ステップ 3 ストレージコントローラ VMの vmxをすべて強制終了させます。

ps | grep vmx | grep -i stCtlvm

kill -9 process_id_of_controller_vm

ステップ 4 ストレージアダプタを再スキャンします。

esxcli storage core adapter rescan -a

ステップ 5 同じ仕様の新しい SSDにディスクを置き換えます。

ステップ 6 hostdを再起動します。

ステップ 7 ストレージコントローラ VMの電源をオンにします。

インストール後に SCVMクロックを同期する方法
インストール後に SCVMクロックを同期するには、次の手順に従います

1. Storfsを停止する前に、ユーザの VMの電源を切ります。

2. 各ノードで、次のコマンドを実行します。

Stop storfs
ntpsync -yfs.

3. すべてのノードが NTPと同期するのを待ちます。

4. storfsを開始します。

VMの問題

コントローラ VMの電源をオンにできない
Description
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vSphere EAMが、リソース不足のためにコントローラVMの電源をオンにできませんでした。

これは、vSphere HAがオンであり、アドミッションコントロールが [Reserved failover capacity
to be at 1 host]に設定されている場合に発生します。この設定では、HAアドミッションコント
ロールは 1つのホストが完全にフェールオーバーするのに十分なリソースを予約します。

アクション：vSphereアドミッションコントロールを調整する

VMwareドキュメント『Best Practices for Admission Control』（https://docs.vmware.com/en/
VMware-vSphere/6.0/com.vmware.vsphere.avail.doc/
GUID-BD6D9434-84C8-4937-BC76-04852F5EA136.html）を参照します。

vSphereを適切に調整します。

自動 vMotion移行がタイムアウトエラーで失敗する
Description

この問題は、16 + 16ノードのクラスタで観察されています。これは、VMwareの既知の問題で
す。詳細については、VMware KBの記事「vMotion of a VM fails with the error: "Timed out waiting
for migration data" (2143834)」を参照してください。

アクション：ネットワーク接続を確認する

2つのノードの障害によりストレージコントローラ VMの電源オンに
失敗する

Description

これは、VMware EAM（ESX Agent Manager）の問題が原因です。EAMがホスト上のVMを正
しくマーキングしていません。

アクション：ストレージクラスタを再登録する

ストレージクラスタを再登録して vCenterビューを同期します。ストレージコントローラVM
で、次のコマンドを実行します。

# stcli cluster reregister

HAおよび DRSが有効な状態でホストに VMを追加できない
Description

ユーザ VMの電源オンが「All required agent virtual machines are not currently deployed

on host 'hostname' and the controller VM on the same ESX host is down.」で失敗します。

HAでは、エージェントとしてマークされているいずれかの VM（この場合はコントローラ
VM）の電源がオンではない場合には、ホスト上でVMの電源をオンにすることはできません。

DRSがこのホストにユーザ VMを配置する場合、この VMは電源オンになりません。

アクション：次の手順を実行する。
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ステップ 1 vCenterクラスタから、[DRS Automation]設定を [Manual]に変更します。

ステップ 2 ESXホストから VMの電源を直接オンにします。

ステップ 3 [Power On]ダイアログボックスで、コントローラ VMの電源がオンになっている ESXホストを選択しま
す。

ディスク共有の制限が設定された VMでのパフォーマンス低下
説明

ディスク共有の制限が設定されたVMの電源がオンになると、各データストアのパフォーマン
スが低下する。

アクション：VMware単位で想定されている動作です。

ステップ 1 mclockスケジューラを無効化します。

ステップ 2 デフォルトのスケジューラに移動します。

ストレージクラスタが読み取り専用状態の場合のDRSによるVMの移
行

説明

ストレージクラスタが読み取り専用状態になっていると、それらがすでに読み取り専用のスト

レージクラスタにある場合であっても、VMware DRSプロセスは VMをデータストアに移行
します。その結果 VMは起動不可になります。

アクション：ストレージクラスタが読み取り専用状態の場合には、DRSを手動で無効にしま
す。

ステップ 1 HX Data Platformストレージクラスタを選択します。

vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [vCenter Inventory Lists] > [Cisco
HyperFlex Systems] > [Cisco HX Data Platform] > [cluster]の順に選択します。

ステップ 2 [Summary]タブを選択し、[VC Cluster]リンクをクリックして [vCenter Summary]タブに切り替えます。
[Manage] > [Services] > [vSphere DRS]の順にクリックします。[Edit]をクリックして [Turn ON vSphere DRS]
をオフにし、[OK]をクリックします。
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古い EAM拡張により VMの電源オンに失敗する
Description

HX Data Platformを部分的にインストールまたはアンインストールした場合、HX Data Platform
拡張用の古いESXAgentManager（EAM）が残る場合があります。これにより、HXDataPlatform
のインストール完了後に、仮想マシンの電源オンが妨げられる場合があります。ManagedObject
Browser（MOB）拡張マネージャを使用して、古い拡張を削除します。

アクション：古い EAM HX Data Platform拡張を削除する

ステップ 1 まだの場合、vSphere ESX Agent Manager SDKをダウンロードします。

ステップ 2 vSphereクラスタからデータセンターを削除します。

ステップ 3 HXクラスタの UUIDを指定します。

各エージェンシーには、基盤となる vSphere拡張機能を参照するフィールド、cluster_domain_idがあり

ます。この拡張機能 IDには、Managed Object ID（moid）が使用されています。

ストレージコントローラ VMコマンドラインから次のコマンドを実行します。
# stcli cluster info | grep vCenterClusterId:
vCenterClusterId: domain-c26

ステップ 4 ストレージクラスタの拡張機能を登録解除する：vCenterサーバMOB拡張機能マネージャにログインし
ます。

まず、HyperFlexクラスタを登録解除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/mob/?moid=ExtensionManager

vcenter_serverは、ストレージクラスタが現在登録されている vCenterの IPアドレスです。

b) 管理者用のログイン資格情報を入力します。

ステップ 5 クラスタ IDを持つ HXストレージクラスタ拡張機能を探します。[Properties] > [extensionList]をスク
ロールして、次のストレージクラスタ拡張機能を探します

com.springpath.sysmgmt.cluster_domain_idおよび com.springpath.sysmgmt.uuid.cluster_domain_id。

クリップボードに、これらの文字列をそれぞれコピーします。文字列の端に二重引用符（”）がある場
合、それを除外します。

ステップ 6 各ストレージクラスタ拡張機能の登録を解除します。

a) [Methods]テーブルから [UnregisterExtension] をクリックします。
b) [UnregisterExtension]ポップアップに拡張機能のキー値であるcom.springpath.sysgmt.cluster_domain_id

を入力します。

例：com.springpath.sysgmt.domain-26

c) [Invoke Method]をクリックします。
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ステップ 7 古い EAM拡張機能を削除する：vCenterサーバMOB ESXエージェンシー拡張機能マネージャにログイ
ンします。

次に、HyperFlexクラスタに関連付けられていた古い EAM拡張機能を削除します。

a) ブラウザで、パスとコマンドを入力します。

https://vcenter_server/eam/mob/

vcenter_serverは、ストレージクラスタが現在登録されている vCenterの IPアドレスです。

b) 管理者用のログイン資格情報を入力します。

ステップ 8 当該のクラスタ IDを持つ古い HXストレージクラスタの ESXエージェンシー拡張機能を見つけます。

a) [Properties] > [agency] > [Value]をスクロールします。
b) エージェンシーの値をクリックします。
c) [Agency]ウィンドウで、[Properties] > [solutionID] > [Value]の拡張機能を確認します。正しい

cluster_domain_idがあることを確認します。

例：com.springpath.sysgmt.domain-26

ステップ 9 古い ESXエージェンシー拡張機能を削除します。

a) [Agency]ウィンドウの [Methods]テーブルからメソッドを選択します。

古い ESXエージェンシーは、destroyAgencyまたは uninstallのいずれかを使用すると削除できま

す。

b) [method]ポップアップで、[Invoke Method]をクリックします。

ステップ 10 [ExtensionManager]タブを更新し、[extensionList]エントリに com.springpath.sysgmt.cluster_domain_id

という拡張機能が含まれていないことを確認します。

ステップ 11 vSphereクライアントサービスを再起動します。

vSphereクライアントサービスが再起動されると、HXData Platformの拡張機能が削除されます。vSphere
クライアントサービスを再起動すると、ブラウザからvCenterへのアクセスが一時的に無効になります。

ステップ 12 HX Data Platformのインストールを実行し完了します。

古い EAM拡張の削除に関する追加オプションについては、テクニカルアシスタンスセンター（TAC）
に確認してください。

VMフォルダやファイルの削除に非常に長い時間がかかる
説明

ユーザVMが、ファイルシステム内に残っているユーザVM向けに作成された ESX *.lckファ
イルや、vSphereにアクセスできなくなった場合、VMファイルやフォルダの削除には非常に
長い時間がかかる場合があります。

アクション：ESXサーバの VMロックファイルをクリアする
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ステップ 1 ストレージクラスタ内のすべての VMロックファイルを探します。

# cd /vmfs/volumes/my_datastore

# find . -name .lck* | xargs -n1 rm

ステップ 2 VMのファイルまたはフォルダの削除を再試行します。

VMディスク使用率と vCenter VMコミットサイズの不一致
Description

VMにスナップショットまたは ReadyCloneがある場合、VMディスク使用率が vCenterの仮想
マシンコミットサイズと一致しません。

アクション：なし

VMタスクの移行が失敗し、結果としてレプリケーションエラー10001
が発生する

説明

最大 32個のレプリケーションジョブを同時に実行できます。VMの移行を開始すると、新し
いレプリケーションジョブがトリガーされます。アグレッシブなレプリケーション間隔で多数

のVMでデータレプリケーションを設定し、スケジュールされたレプリケーションジョブが継
続的に実行されている場合は、新しいレプリケーションジョブが失敗し、レプリケーションエ

ラーが発生する可能性があります。

回避策

システムで実行されているレプリケーションジョブが32個未満の場合は、[VMの移行 (migrate
VM)]タスクを再び開始します。また、既存のレプリケーションスケジュールのレプリケーショ
ン間隔を増やして、ウィンドウを作成し、移行タスクの完了後に元のレプリケーション間隔に

戻すこともできます。

VMの移行でエラーが発生しました

説明

VMを移行すると、新しいスナップショットが取得され、新しいレプリケーションタスクが開
始されます。既存のレプリケーションタスクが現在進行中であり、別のスナップショットがま

だ複製されていない場合、移行タスクは失敗し、次のエラーメッセージが表示されます。

PrepareFailoverが失敗しました。最新の VMの失敗していないスナップショット: xx ~ xx-xx
は複製されていません。
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回避策

進行中のすべての複製タスクが完了したら、VMの移行を再開始します。古いスナップショッ
トがある場合は、次のコマンドを使用して手動で削除します。

stcli dp vmスナップショットの削除: vmid xxx--スナップショット id xxx

データストアの問題

コンピューティングノードを削除してもデータストアが削除されない

説明

ストレージクラスタからコンピューティングノードを削除しても、関連付けられているデー

タストアが削除されませんでした。

アクション：データストアを手動で削除する

複数のデータストア追加時のエラー：ホスト上にマウントポイントが

見つからない
Description

VMwareの問題により、同時に複数のデータストアを追加しようとして、一部のデータストア
がマウントされないことがあります。

アクション：データストアを再マウントする

•一度にマウントするデータストアを減らしてマウントします。

HXプラグインを使用して、最初にマウントされなかったデータストアを再マウントしま
す。

NFS全パスダウンが発生し [File Locked by Consumer on Host]メッセー
ジが表示される

説明

シリアル I/O制御（SIOC）に関する VMwareの問題が原因で、NFS全パスダウン（APD）が
発生し、次のようなメッセージが表示されます。

NFSLock: 2210: ファイルはホスト host_name 上のコンシューマーによって排他ロックでロックされています。

アクション：[Storage I/O Control]を切り替える

ステップ 1 vCenterからデータストアビューで [datastore] > [Configuration] > [Properties]を選択します。
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ステップ 2 [Storage I/O Control]を反対の状態に切り替えます。

有効な場合は無効にします。無効な場合は有効にします。

ステップ 3 [Storage I/O Control]を元の状態に戻します。

有効な場合は無効にします。無効な場合は有効にします。

ステップ 4 NFSロックが解除されていることを確認します。

NFSのキューの深さの最大制限が最適ではありません
[説明（Description）]

Hyperflexクラスタを Hyperflex 2.5以前のリリースからアップグレードする場合、ホストごと
の NFSデータストアのキュー深度の上限はデフォルトで 256に設定されます。この設定は、
パフォーマンスの問題となる可能性があります。

このセクションは、VDI固有の展開には適用されません。（注）

アクション（Action）

キュー深度が 1024未満のすべてのノードに対して次の手順を実行して、NFSキューの最大深
度を確認し、必要に応じて最大制限を増やします。

esxcli system settings advanced list -o /NFS/MaxQueueDepth
maxQDepth:256 <- Low value

Hyperflexメンテナンスモードでノードを配置し、次のコマンドを実行します。次の変更を有
効にするには、ノードと ESXiホストを再起動します。
esxcli system settings advanced set -o /NFS/MaxQueueDepth -i 1024
esxcli system settings advanced list -o /NFS/MaxQueueDepth
maxQDepth:1024 <- Optimal value

VLAN IDの変更後、データストアのマウントに失敗する
説明

ストレージクラスタの作成後にVLAN IDを変更すると、データストアのストレージクラスタ
へのマウントに失敗します。既存のデータストアを、ストレージクラスタからマウント解除す

ることはできます。

アクション：ESXサーバのファイアウォールをリロードします。

ESXサーバのファイアウォールのリロードに関する指示については、VMwareESXのマニュア
ルを参照してください。
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データ vSwitchに IPアドレス設定済みの VMカーネルポートがある場
合、データストアのマウントが失敗する

説明

VMwareの構成要件ごとに IPアドレスもしくはルールが重複する場合、接続が失われます。

アクション：トラフィックが意図した VMカーネルインターフェイスを使用しているか確認
します。

次を設定します。

• VMカーネルポートは、IPサブネットごとに 1つだけです。

vSphere 5.xを使用している場合、iSCSIマルチパスやマルチ NIC vMotionには適用されま
せん。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは vMotion用の専用物理スイッチ。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは IPストレージ用の専用物理スイッチ。

•ルーティング不可能な専用の VLANまたは耐障害性用の専用物理スイッチ。

クラスタ再起動後のデータストアのマウント解除

説明

ストレージクラスタが正常な状態に戻った後、既存のデータストアが自動的に再マウントされ

ない場合があります。これは、1つ以上のノードがダウンしている間にストレージクラスタが
再起動されたか、ストレージクラスタの再起動に長い時間がかかっている場合に発生する場合

があります。

アクション：データストアをマウントする。

方法を選択します。

• HX Data Platformプラグインを使用する。

•コマンドラインを使用する。

ステップ 1 HX Data Platformプラグインを使用する。

a) vSphere Webクライアントの [Navigator]から、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] >
[Cisco HX Data Platform] > [cluster] > [Manage] > [Datastores]の順に選択します。

b) [datastore]を選択します。
c) [データストアのマウント（mount datastore）]アイコンをクリックするか、[アクション（Actions）]メ
ニューから選択します。

d) データストアのマウントを確認し、[OK]をクリックします。

ステップ 2 コマンドラインを使用する。
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a) ストレージクラスタ内のノードのストレージコントローラ VMにログインします。
b) コマンドを実行します。

# stcli datastore mount datastore_name

ストレージ I/O RMデーモンの実行時にデータストアのマウント解除が
できない

説明

VMwareの Storage I/O RM機能が有効になっている場合、データストアで Storage I/O RMが有
効になっていない場合でも、VMwareが Storage I/O RMの追跡ファイルに書き込みを行うバグ
があります。これらの追跡ファイルが、HX Data Platformのデータストアのマウント解除を妨
げます。

アクション：マウント解除を再試行する。

ステップ 1 データストアのマウント解除を再試行します。

ステップ 2 HX Data Platformのデータストアがマウントされているすべての ESXホストの Storage I/O RMデーモンを
停止します。

ステップ 3 データストアをマウント解除します。

ステップ 4 必要に応じて、Storage I/O RMデーモンを再起動します。

エラー「com.vmware.vim25.PlatformConfigFault」を伴うデータストア削
除の失敗

Description

VSphereがランダムなデータストアを選択してハートビートに使用する、既知の VMwareの問
題があります。これはデータストアを削除しようとするHXData Platformの操作をブロックし
ます。VMware KBの「Unmounting or removing a datastore in a HA cluster fails with the error: The
vSphere HA agent on host failed to quiesce file activity on datastore (2055137)」を参照してください。

アクション：ESXiホストと vCenterをチェックしてからデータストアの削除を再試行する

ステップ 1 VMがデータストアで実行されていないことを確認します。

ステップ 2 ESXホストから、HX Data Platformのデータストアが VMwareサービス storageRMで使用されているかど
うかを確認します。

# ls -ltra /vmfs/volumes/stfs-ds1/ | grep -i iorm
-rwxr-xr-x 1 root root 16511 Jan 20 20:05 .iormstats.sf
drwxr-xr-x 1 root root 1125 Jan 20 20:06 .iorm.sf
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ステップ 3 storagermのステータスを確認します。

# /etc/init.d/storageRM status

storageRM is running

ステップ 4 storagermサービスを停止します。

# /etc/init.d/storageRM stop
watchdog-storageRM: Terminating watchdog process with PID 34096
storageRM stopped

ステップ 5 または、vSphere HAを無効にします。

a) vSphereクライアントの [Home]から、[vCenter Inventory Lists] > [Resources] > [Clusters > storage
cluster >Manage] > [Settings] > > [Services]の順に選択します。

b) [vSphere HA]をクリックします。[Edit]をクリックします。
c) 選択されている場合は、[Turn on vSphere HA]の選択を解除します。

ステップ 6 データストアの削除を再試行してください。

ステップ 7 VSphere HAを無効にしていた場合は再度有効にします。

ステップ 8 可能なソリューションはこれ 1つです。これで問題が解決しない場合は、テクニカルアシスタンスセン
ター（TAC）にお問い合わせください。

ReadyClone、スナップショット、レプリケーションの問
題

VMwareツールを使用して VMを停止するとレプリケーションが失敗
する

Description

[Use VMware Tools to quiesce the virtual machine]オプションが選択されている場合、レプリケー
ションが失敗することがあります。

レプリケーションの開始時に、VMでレイアウト変更などのゲストツール関連アクティビティ
が進行している場合、レプリケーションが失敗することがあります。関連アクティビティに

は、VMDKの追加、HX Native Snapshotまたは Redlolog Snapshotの作成、削除、統合、VMの
再設定、または vMotionなどがあります。これは一時的なステートです。

レプリケーションが失敗すると、自動的に再試行されます。数回繰り返して試行してもレプリ

ケーションが失敗する場合、一時的なVMレイアウト変更が失敗の原因ではない可能性があり
ます。[Use VMware Tools to quiesce the virtual machine]オプションを選択解除することを検討し
ます。

アクション: [Use VMware Tools to quiesce the virtual machine]オプションを選択解除する
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ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 仮想マシンに使用する保護方式の [Edit Schedule]を選択します。

•独立して保護されている場合：[Replication]> [ProtectedVirtualMachines]> [vm_name] > [Edit Schedule]
を選択します。

•独立して保護されている場合：[Replication] > [Protection Groups] > [protection_group] > [Edit Schedule]
を選択します。

ステップ 3 [Use VMware Tools to quiesce the virtual machine]を選択解除し、[Save Changes]を選択します。

ターゲットデータストアの名前を変更すると、タスクの移行が失敗す

る

説明

vCenterから保護された VMのターゲットデータストアの名前を変更し、VMで移行が実行さ
れると、移行タスクはエラー応答で回復時に失敗します。

Failover: Failover failed for VM: KD-3. Reason: Clone files failed with error 10031 for
<VMID>

操作（Action）

同じ VMで移行を再試行します。

最新のスナップショットがデータストアの名前を変更した後に予定通り策定された場合、移行

は問題なく動作します。

（注）

Workflowsのバックアップが失敗しエラーメッセージが表示されま
す。

説明

場合によっては、スナップショットワークフローまたはバックアップワークフロー中に、差

分ディスクが正確にクリーンアップされないことがあります。この時点で、ワークフローは完

全に実行できず失敗します。次のエラーメッセージも表示されます。

Non-native snapshots exists – Error”

Action:
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差分ディスクを指すスナップショットを削除するか、すべてのスナップショットを削除して

バックアップワークフローを再開します。

データストアの名前変更後にリカバリが失敗する
Description

ターゲットデータストアの名前変更直後にリカバリを実行すると、「データストアが見つかりませ

ん（Datastore not found）」というエラーでリカバリが失敗することがあります。

アクション：リカバリを再試行する

データストアの名前の変更後数分間待機してから、リカバリを再試行します。

ノードを再起動すると、リカバリ、復元、複製が停止する
Description

次のコマンドを実行している間にノードを再起動すると、コマンドアクションが停止し、その

後コマンドを再試行しても失敗します。

• stcli dp vm recover

stcli dp vm restore

stcli dp vm clone

アクション：仮想マシンをクリーンアップする

ステップ 1 vCenterから仮想マシンをクリーンアップします。

適切なオプションを選択します。

•仮想マシンが登録されている場合は、vCenterから仮想マシンを削除します。

•仮想マシンが登録されていない場合は、データストアから VMフォルダを削除します。

ステップ 2 stcli dp vmコマンドを再実行します。

stcli vm recoverコマンドを再実行すると失敗する
説明

stcli vm recoverを使用して初めて仮想マシンの回復を試行しましたが、完了しませんでし

た。また、このコマンドを再実行しても完了しませんでした。

部分的に回復した場合、仮想マシンが vCenterに登録されたままになっている可能性がありま
す。これは削除する必要があります。

アクション：残っているファイルをクリーンアップする
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ステップ 1 vCenterから仮想マシンを削除します。

ステップ 2 /vmfs/volumes/<volume>/<vmname>ディレクトリを削除します。

ステップ 3 リカバリコマンドを再実行します。

# stcli vm recover

REST API保護グループフィルタがすべてのグループを返す
説明

RESTAPIを使用して保護グループを検索すると、REST呼び出しでフィルタを適用するとして
も、検索結果としてすべての保護グループが返されます。

アクション：なし

groups:getでは、フィルタの nameおよび typeパラメータはサポートされません。

VMがスナップショット統合中に機能しなくなる
Description

HXストレージクラスタ内の VMに関する redoログスナップショットを取る場合は、redoロ
グスナップショットを保存する ESXiホストの設定を編集します。この手順が完了していない
場合は、VMがスナップショット統合中に機能しなくなる可能性があります。

redoログスナップショットは、HX Data Platformのスナップショット機能ではなく、VMware
のスナップショット機能を介して作成されるスナップショットです。

アクション：ESXiホストで snapshot.asyncConsolidate="TRUE"を設定する

ステップ 1 ESXiホストのコマンドラインにログインします

ステップ 2 ファイル /etc/vmware/configを探して編集用に開きます。

ステップ 3 snapshot.asyncConsolidateパラメータを TRUEに設定します。

snapshot.asyncConsolidate="TRUE"

[Quiesce]オプションを使用したネイティブスナップショット
説明

VMの電源がオンの場合に、Windows 2008またはWindows 2012サーバでの [Quiesce]オプショ
ンを使用したネイティブスナップショットはサポートされていません。

アクション：[Quiesce]以外のオプションを使用する
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VMの電源をオフにしてから、スナップショットを作成するか、または [Quiesce]以外のデフォ
ルトオプションを使用します。

vMotionがネイティブスナップショットデータストアを移動できない
説明

vMotionによるネイティブスナップショットの移動で、関連するデータストアを移動できませ
ん。ネイティブスナップショットのある仮想マシンで、vMotionの使用はサポートされていま
すが、ストレージ vMotionの選択のみサポートされていません。

アクション：元の VMだけに対して vMotionを使用する

VMを別のデータストアに移動する必要がある場合は、ソースのデータストアからスナップ
ショットを削除し、元の VMに vMotionを実行します。

保護状態では、VMに対する再保護オプションは使用できません
保護状態では、VMに対する再保護オプションは使用できません。

アクション: VMの保護を解除し、再度保護します。

ステップ 1 VM (サイト Bのローカル VM)を選択し、[保護解除（unprotect）]をクリックします。仮想マシンが保護
されていないことが表示され、セカンダリサイト (つまり、プライマリサイトのリモート)に対してローカ
ルにも消失し、プライマリサイトでリモートであり、サイト Bの [仮想マシン (Virtual machine)]セクショ
ンに表示されることを示すメッセージが表示されます。

ステップ 2 VMを選択し、再度保護します。

ターゲットサイトへのVMのフルコピーは、この方法を使用して実現できます。VMのコピーは、ターゲッ
トサイトに存在します。

クラスタの問題

クラスタの再登録後にコントローラVMがEAMエージェントではなく
なっている

Description

stcli cluster reregisterの実行後に、コントローラ VMが EAMエージェントとしてリスト
されません。

アクション：クラスタを再作成する
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ステップ 1 vCenterクラスタを削除します。

ステップ 2 vCenterクラスタを再作成します。

ステップ 3 HXクラスタを再登録します。

# stcli cluster reregister

複数の再登録後にクラスタが異常な状態になる
Description

複数のクラスタ再登録を実行すると、クラスタが異常な状態になることがあります。

アクション：クラスタを再作成する

HX Clusterは vCenter情報を失い、virtClusterおよび HX Connectステータスはクラスタがオフ
ラインであることを示します。ただし HX Data Platformクラスタは、クラスタが全体的に正常
だったことを示します。

クラスタを再作成します。

# stcli cluster recreate

ノードの削除後に ClusterNotConfiguredエラーが発生する
Description

クラスタからノードを削除した後で、いずれかのコントローラVMで stcli cluster infoコマ

ンドを実行すると ClusterNotConfiguredと示されます。

アクション：クラスタを更新する

コントローラ VMコマンドラインから次のコマンドを実行します。

# stcli cluster refresh

クラスタ容量が個々のディスクよりも大きい

説明

表示されるクラスタ使用率の合計が、個々のディスクに対して示される使用率を上回る場合が

あります。

たとえば、クラスタ使用率は 80%であるのに対し、使用率が最大のディスクでも、使用率が
76%として示されるといった状況です。

アクション：なし

この違いは、管理レイヤの処理に起因する場合があります。使用率関連の決定を行う場合は常

に、必ずクラスタ使用率の値を参考にしてください。
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クラスタを再登録してもコンピューティングノードが EAMに再登録
されない

Description

この問題はさまざまなシナリオで発生します。考えられるシナリオは次のとおりです。

シナリオ 1

1. 2.1.xより前の古い HXバージョンから開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタを再登録します。

4. クラスタをアップグレードします。クラスタにコンピューティングノードを含めるタスク
が失敗します。

シナリオ 2

1. 2.1.xより前の古い HXバージョンから開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタをアップグレードします。タスクが完了します。

4. クラスタを再登録します。EAMレベルでタスクが失敗します。

シナリオ 3

1. 新しい HXバージョン（2.1.x以降）で開始します。

2. コンピューティングノードを追加します。

3. クラスタを再登録します。EAMレベルでタスクが失敗します。

アクション：コンピューティングノードを削除してから再登録する

ステップ 1 コンピューティングノードから VMを vMotionで移動し、HXクラスタからコンピューティングノードを
削除します。

ステップ 2 HXクラスタを再登録します。

ステップ 3 HXクラスタにコンピューティングノードを追加します。

大量の処理セットがあるワークロードで遅延の急増が観測される
Description
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大量の処理セットがあるワークロードは、キャパシティ階層からデータにアクセスする必要が

あります。HXData Platformバージョン 2.1(1b)以降、バックエンドアクセスが最適化されて、
一時的遅延増加の大きさと頻度が大幅に削減されました。

•ハイブリッドクラスタの場合：この症状が現れている場合、アップグレードに必要なメン
テナンス期間が長くなります。また、デフォルトのアップグレードプロセスではこの最適

化が自動的に有効になりません。アップグレード処理中にこのパフォーマンス拡張を有効

にするには、Cisco TACまでお問い合わせください。

•オールフラッシュクラスタの場合：アップグレードの時間は大きな影響を受けません。
また、デフォルトのアップグレードパスで、このパフォーマンス拡張が自動的に有効にさ

れます。

アクション：2.1（1c）以降にアップグレードする

クラスタのヘルスステータスが再調整後も異常のままになる

説明

ROBOストレージクラスタを含め、3つのノードからなるあらゆるクラスタでは、いずれか 1
つのノードがメンテナンスモードまたは障害状態になると、クラスタのヘルスステータスが

異常として設定されます。この問題は、再調整によって修正されることはありません。

アクション：ノードを正常な状態に戻す

ノードまたはノード内のコンポーネントで障害が発生していないことを確認します。ノードま

たはコンポーネントで障害が発生している限り、クラスタの状態は異常のままになります。コ

ンポーネントまたはノードが正常な状態に戻ると、クラスタは回復し、正常な状態に戻りま

す。

ESXiホスト上で NTPが設定されない
説明

ESXiホストで電源が再投入された場合、障害が発生した場合、またはメンテナンスモードが
開始あるいは終了した場合、NTPサーバが同期されないことがあります。

ESXiホストで NTPを手動で設定する

NTPクライアントを有効にします。

a) vSphere Webクライアントから、[host] > [Manager] > [System] > [Time Configuration] > [User Network
Time Protocol]を選択します。

b) [NTP Service Startup Policy]フィールドから、[Start and stop with host]を選択します。[OK]をクリックし
ます。

c) ストレージクラスタ内の各 ESXiホストに対して繰り返します。
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プロビジョニングとは異なるクラスタキャパシティ

説明

HXData Platformプラグイン内で、[Summary]タブのクラスタキャパシティと [Manage]タブの
プロビジョニングされたキャパシティに、ストレージクラスタに割り当てられたストレージ量

と異なる数値の表示されることがあります。これは、次のような状況で発生します。

•クリーナーが未完了。VMは削除されたが、クリーナーが実行されていない。クリーナー
は自動プロセスであり、完了後にクラスタキャパシティとプロビジョニングされた量が一

致する必要があります。クリーナーコマンドに関する情報については、『Cisco HX Data
Platform Command Line Interface Reference guide』を参照してください。

•シックプロビジョニングまたはシッククローン。シックディスクまたはクローンが作成
された場合、HX Data Platformは領域を確保しません。ソフト予約が使用され、データス
トアに使用された領域が表示されますが、領域はストレージクラスタ内で使用されていま

せん。これは、データストアをオーバープロビジョニングすることがないように、管理者

を支援する目的で設計されたものです。

アクション：ありません。

vShield使用時のストレージコントローラ VMへの接続
Description

vShieldはHXData Platformのアクティビティを妨げます。HXData Platformクラスタへの vShield
のインストールは推奨されません。

アクション：選択した HXコンポーネントを除外する

vShieldをインストールする必要がある場合は、HXストレージコントローラVMおよびvCenter
を vShieldの保護から除外します。https://www.vmware.com/support/pubs/vshield_pubs.htmlにあ
る、VMware vCloudネットワークとセキュリティドキュメントを参照してください。

ステップ 1 vShield Managerをインストールします。

ステップ 2 HyperFlexストレージコントローラ VMおよび vCenter Serverを vShield Appの保護から除外します。

vCenterで、[Host & Clusters] > [Settings & Reports] > [vShield App] > [Exclusion List] > [Add]の順に選択し
ます。各コントローラ VMを stCtlVM<name>で選択します。

ステップ 3 ストレージコントローラへのネットワーク接続を確認します（ping、sshなど）。

ステップ 4 vShieldコンポーネントをインストールして設定します。

ステップ 5 設定が正しく動作することを確認するために、すべての ESXiホストを同時に再起動してデータストアを
オフラインにします。システムをバックアップしてから、手順 3を繰り返します。
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SSLv3が無効な状態でソフトウェアのバックアップが失敗する
Description

vSphere 5.5および 6.0 u1の VMwareのバグが原因で SSLv3が無効な場合、バックアップソフ
トウェアが失敗することがあります。

アクション：VMware KB記事を参照します

VMwareの関連記事へのリンクをクリックします。

• vSphere 6.0u1の場合は、「Enabling support for SSLv3 in ESXi (2121021)」（http://kb.vmware.com/selfservice/
microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2121021）を参照してください。

• vSphere 5.5の場合は、「Enabling support for SSLv3 on vSphere 5.5 (2139396)」（https://kb.vmware.com/
selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2139396）を参照してくださ
い。

クラスタノードの電源をオフにした後、vCenterクラスタからストレー
ジクラスタが見えなくなる

説明

vCenterクラスタ内のノードの電源がオフになっていました。ストレージクラスタは、ダウン
ノード数の許容範囲内であり、正常です。ただし、ストレージクラスタが vSphereを介して管
理できません。

VMware vSphere 6.0の既知のバグです。次を参照してください。
https://communities.vmware.com/thread/514117?start=0&tstart=0

アクション：ノードをリセットする。

ノードの電源をオンにするか、電源がオフのノードを vCenterクラスタから切断します。

インターフェイスの問題

複数の VM電源操作が原因でタスクキューでエラーが発生する
Description

複数の VM電源操作が原因で、タスクキューでエラーが発生します。

アクション：キューをクリーンアップする
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電源操作は HX Connectから開始できますが、vCenterを介して実行されます。vCenterタスク
コレクタの最大数は 32です。これは変更できません。

ステップ 1 キュー内のタスクをクリーンアップします。

次のURLの関連記事『VCS vSphere – Check new notifications stuck on Queued – VMware vCenter UpdateManager
Check Notification』を参照してください：http://www.natestiller.com/2011/02/
vcs-vsphere-check-new-notifications-stuck-on-queued-vmware-vcenter-update-manager-check-notification/

ステップ 2 HX Connectからログアウトし、再度ログインします。

ステップ 3 電源操作を再試行します。

同時操作の数が 32を超えないようにします。

HX接続データが更新されない
説明

HX Connectステータスフィールドの表示データが更新されないことがあります。

アクション：ブラウザのキャッシュをクリアする

• Microsoft Internet Explorer

1. IEブラウザから [Settings]（歯車） > [Safety] > [Delete browsing history]を選択します。

2. 適切なチェックボックスをクリックします。

3. [Delete]をクリックします。

• Google Chrome

1. Chromeブラウザから [Menu]（縦に並ぶ 3つのドット）> [More tools]> [Clear browsing
data]を選択します。

2. 適切なチェックボックスをクリックします。

3. [CLEAR BROWSING DATA]をクリックします。

• Mozilla Firefox

1. Firefoxブラウザから、[Menu]（縦に並ぶ 3本の棒）> [Options]（歯車）> [Advanced]>
[Network]を選択します。

2. [Cached Web Content]セクションで [Clear Now]をクリックします。
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パフォーマンスチャートにノードを再起動している間のギャップが表

示される

説明

HXクラスタでのノード再起動などのイベントによって、システムパフォーマンスが影響され
る場合があります。そのようなイベントが発生している間は、パフォーマンスチャートにデー

タギャップが示されることがあります。

アクション：なし

イベントが完了すると、パフォーマンスチャートのレポート作成が続行されます。

vSphereクライアントに HX Data Platformプラグインが表示されない
Description

Cisco HyperFlexシステムまたは Cisco HX Data Platformが vSphereクライアントまたはWebク
ライアントに表示されません。この問題が発生する場合には、いくつかの状況が考えられま

す。該当する状況に対応したアクションを実行してください。

アクション：オプションを選択します

• HXストレージクラスタの作成後に vCenterサービスを再起動します。

•アップグレード後に vCenterサービスを再起動します。

•既存のクラスタがある vCenterに別のクラスタを追加した後に vCenterサービスを再起動
します。

• Firefoxブラウザに最新の Adobe FlashPlayerをインストールします。

ステップ 1 vCenterサービスを再起動します。

a) vCenter Serverコマンドラインにログインします。
b) vCenterサービスを再起動します。

# ssh root@vc_address # service vsphere-client restart

c) vCenterが再起動するまで待ちます。通常、これには数分かかります。
d) vCenterからログアウトしてから再度ログインし、vCenterインターフェイスが更新されることを確認し
ます。

ステップ 2 Firefoxブラウザに最新の Adobe FlashPlayerをインストールします。

a) Shockwave Flashのバージョンを確認します。

Firefoxブラウザのアドレスバーに about:addonsと入力します。

b) バージョンを確認し、最新の Flash Playerを https://get.adobe.com/flashplayer/からダウンロードしてイン
ストールします。
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c) Shockwave Flashのバージョンを再度確認します。
d) 最新の Flashバージョン以外のバージョンがリストされている場合は、古いバージョンを無効にしま
す。

e) vSphere Webクライアントをリロードします。

パフォーマンスチャートの表示が 100%のズームでフォーマットされ
ていない

説明

パフォーマンスチャートの表示が 100%のズームでフォーマットされていません。

オプションのメトリックと小さな解像度を同時に選択すると、正しくフォーマットされていな

いチャートが表示されます。

アクション：チャートのズームを変更する

HX Data Platformプラグインが機能しない
説明

この問題は、新しいクラスタを作成した既存の vCenterで、別のバージョンのHXData Platform
も使用されている場合に発生することがあります。

アクション：vSphereにログインし直す

vSphereクライアントからログアウトして、もう一度ログインします。
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